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0
年
代
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ギ
リ
ス
は
無
類
の
繁
栄
の
時
期
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
〈
空
腹
の
四

0
年
代
V

(
以
上
本
号
)

対
照
を
な
し
た
。
大
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で
は
革
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の
年
で
あ
っ
た
一
八
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八
年
が
、
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E
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イ
ギ
リ
ス
で
は
チ
ャ
ー
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ズ
ム
の
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の
年
で
し
か
な
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や
大
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諸
国
と
も
著
し
い

フ
ラ
ン
ス

北法43(4・39)533



説

で
は
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ク
ー
デ
タ
を
起
し
た
一
八
五
一
年
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
英
博
覧
会
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。

当
代
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
競
っ
て
時
代
が
安
定
し
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
、
満
足
に
み
た
さ
れ
た
。
国
富
は
大
き
な
増
加
を
示
し
、
物
質

自省

的
繁
栄
は
他
国
を
圧
し
た
。
穀
物
法
廃
止
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
た
農
業
も
、

ク
リ
ミ
ア
戦
争
後
の
二

0
年
間
ほ
ど
〈
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
黄
金

時
代
V

を
迎
え
る
。
有
名
な
パ

l
ン
の
一
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
六

0
年
代
初
め
は
「
均
衡
の
時
代
」
で
あ
り
、
進
歩
の
時
代
、
物
質
的
、
道
徳

的
、
知
的
進
歩
の
達
成
が
賞
賛
と
羨
望
の
念
に
満
ち
た
〈
世
界
へ
の
貢
献
〉

の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
生
み
出
し
た
強
大
な
発
条
が
中
産

階
級
や
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
勤
勉
で
あ
り
エ
ト
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
発
条
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
自
由
主
義
体
制

の
形
成
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
の
は
、
自
由
主
義
的
ト

l
リ
ー
で
あ
り
、

ウ
イ
ッ
グ
で
あ
り
、
ピ

l
ル
派
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ら

(
貴
族
と
ジ
エ
ン
ト
リ
)
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
資
本
主
義
と
自
由
主
義
の
発
展
に
お
い
て
起
る
様

々
な
問
題
に
対
し
、
政
治
的
決
定
の
主
体
と
し
て
対
処
し
、
そ
の
解
決
を
主
導
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
出
。

党
派
の
基
盤
を
な
す
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l

本
稿
は
、

一
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
の
繁
栄
の
中
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
か
、

そ
し
て
自
由
党
の
形
成
が
こ
れ
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
か
、
特
に
ウ
イ
ッ
グ
の
衰
退
と
の
そ
の
関
係
い
か
ん
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
に
論
じ
た
事
の
続
篇
と

い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

選
挙
法
改
正
直
後
の
総
選
挙
で
ト

l
リ
l
は
大
敗
し
た
。
し
か
し
ウ
イ
ッ
グ
の
進
め
た
諸
改
革
に
お
い
て
惹
起
さ
れ
た
危
機
意
識
は
、
反

動
の
パ
ネ
と
し
て
働
き
、
農
村
と
小
都
市
に
お
い
て
ト

i
リ
l
を
復
活
さ
せ
た
。
四
一
年
総
選
挙
は
そ
の
端
的
な
現
れ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
ピ

1
ル
の
ト

l
リ
!
日
保
守
党
政
権
の
施
策
、
特
に
穀
物
法
廃
止
は
党
を
分
裂
さ
せ
、
ピ

l
ル
派
が
そ
こ
か
ら
別
れ
て
し
ま
う
。
保
守
党

は
政
権
担
当
能
力
・
経
験
を
も
っ
者
が
い
な
く
な
り
、
〈
将
校
な
き
軍
隊
〉
と
な
っ
た
。
保
守
党
は
以
後
も
幾
度
か
政
権
に
つ
く
が
|
|
一

八
七
四
年
の
デ
ィ
ズ
レ
リ
内
閣
の
成
立
ま
で
は
|
ー
何
れ
も
少
数
〈
暫
定
〉
内
閣
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
が
他
方
、

ウ
イ
ッ
グ
が
そ
の
間

圧
倒
的
に
優
位
す
る
位
置
に
立
っ
た
と
も
い
え
な
い
。
大
都
市
で
は
産
業
的
中
産
階
級
ゃ
、

そ
れ
と
多
分
に
重
な
る
部
分
の
あ
る
ノ
ン
コ
ン

北法43(4・40)534



フ
ォ

l
ミ
ス
ト
の
力
が
強
く
な
り
、
彼
ら
が
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l

(
彼
ら
が
ウ
イ
ッ
グ
内
の
有
力
者
で
あ
る
)

の
リ
ー
ダ
ー
シ

ツ
プ
に
必
ず
し
も
服
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
ま
す
ま
す
い
く
多
の
急
進
主
義
者
に
ひ
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
、
ウ
イ
ッ

グ
と
急
進
主
義
者
の
競
合
が
生
ず
石
。
自
由
党
の
形
成
と
は
、
こ
う
し
て
競
合
す
る
ウ
イ
ッ
グ
と
急
進
主
義
者
の
同
盟
の
形
成
に
外
な
ら
な

い
。
都
市
民
や
急
進
主
義
者
が
ウ
イ
ッ
グ
と
競
合
し
な
が
ら
も
同
盟
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
急
進
主
義
者
に
政
権
を
担
当
す
る
だ
け

の
能
力
と
経
験
を
も
っ
者
が
お
ら
ず
、

ま
た
ウ
イ
ッ
グ
に
は
伝
統
的
政
治
指
導
層
の
重
み
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
急
進
主

義
者
は
一
つ
の
集
団
(
党
)
を
な
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
争
点
で
立
場
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
集
ま
り
の
総
称
、
複
数
の
争
点
集
団
(
以

の
総
称
に
す
ぎ
ず
、
互
に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
出
。
自
由
党
と
は
、
ウ
イ
ッ
グ
と
各
急

前
の
反
穀
物
同
盟
は
そ
の
典
型
で
最
も
強
力
な
も
の
)

進
派
と
の
連
合
を
中
核
に
し
、
こ
れ
に
ピ

1
ル
派
、

ま
た
し
ば
し
ば
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
派
(
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
の
自
由
主

義
者
も
多
か
れ
少
な
か
れ
民
族
主
義
的
な
独
立
感
情
を
も
っ
て
い
た
)
が
連
合
し
た
連
合
勢
力
で
あ
る
。

や
が
て
ピ

l
ル
派
か
ら
き
た
グ
ラ

ド
ス
ト
ン
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
間
彼
と
ウ
イ
ッ
グ
と
の
確
執
(
〈
ア
ダ
ラ
マ
イ
ト
の
反
乱
〉

は
端
的
な
現
れ
)

も
あ
る
。

ウイッグの衰退と終鴬(1)

イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
体
制
の
形
成
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
の
は
、
自
由
主
義
的
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

1
や
そ
の
政
治
家
・
議
員
で
あ

北法43(4・41)535

っ
た
。

で
は
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
政
治
家
や
議
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を

一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
繁
栄
と
均
衡
の
社
会
の
中
で
、

占
め
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
八
三
二
年
政
治
通
の
あ
る
人
達
は
、
選
挙
法
改
革
の
結
果
、
恐
る
べ
き
政
治
的
破
局
が
く
る
で
あ
ろ
う
と
み
た
。

王
権
の
解
体
、
国
教
会
の
崩
壊
、
上
院
の
消
滅
、
私
有
財
産
制
の
不
安
定
化
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
政
治



説

を
統
率
し
、
安
定
さ
せ
て
き
た
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
は
そ
の
指
導
的
地
位
を
失
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
政
治
家
た
ち
は
、
中
産
階
級
や
労
働
階

論

と
は
で
き
ず
、
議
員
が
有
権
者
に
不
作
法
な
態
度
を
と
る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

ア
リ
ス
ト
ク

北法43(4・42)536 

級
(
う
ち
百
万
人
ほ
ど
が
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
た
)

に
向
い
、
丁
ち
ょ
う
な
言
葉
使
い
で
応
待
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
票
を
う
る
こ

ラ
シ

l
ゃ、

そ
の
政
治
家
や
議
員
の
権
威
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
、

で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は、

ま
ず
、
中
央
政
界
で
極
め
て
有
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
閣
僚
と
な
っ
た
者
に
彼
ら
が
い
か
に
多
い
か
を

ク
リ
ス
テ
ィ
は
い
う
。

み
れ
ば
わ
か
る
。

グ
レ
イ
卿
の
選
挙
法
改
革
内
閣
か
ら
、
一
八
七
四
年
の
デ
ィ
ズ
レ
リ
内
閣
ま
で
、
内
閣
は
全
部
、
あ
る
い
は
殆
ど
全
部
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク

で
あ
っ
た
。
閣
僚
に
な
る
の
に
貴
族
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
世
紀
と
の
相
違
は
あ
る
が
、
合
ゑ
柄
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
〉
は
殆
ど

不
可
欠
で
あ
っ
た
。

グ
レ
イ
内
閣
の
閣
僚
が
殆
ど
全
部
貴
族
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
。

メ
ル
ボ

l
ン
内
閣
も
殆
ど
全
部
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。
ピ

l
ル
も
「
高
い
家
柄
と
コ
、
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
、
他
の
資
質
の
代
替
と
と
る
と
い
う
古
く
か
ら
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
原
則

を
続
け
た
。
」
(
グ
レ
ヴ
ィ
ル
)
。

一
八
四
六
年
の
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
も
そ
う
で
、
「
大
臣
席
に
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
が
君
臨
し
て
い
る
」
(
ブ

ラ
イ
ト
)

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
バ
デ
ィ

l
ン
の
連
合
政
権
に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
自
身
「
こ
の
内
閣
ほ
ど
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
に

よ
り
構
成
さ
れ
た
内
閣
は
な
い
。
閣
僚
一
五
人
中
私
一
人
が
別
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
パ
ー
マ

l
ス
ト
ン
内
閣
で
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
性

が
若
干
薄
ま
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
も
そ
う
で
あ
る
。
当
時
コ
ブ
デ
ン
は
「
私
の
経
験
上
、
現
在
ほ
ど
上
層
階
級
が
社

会
的
政
治
的
に
高
い
位
置
を
占
め
た
こ
と
は
な
い
。
中
産
階
級
は
そ
の
お
こ
ぼ
れ
に
満
足
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

一
八
六
八
年
の
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
内
閣
に
な
っ
て
始
め
て
、
中
産
階
級
の
者
が
進
出
す
る
。

R
・
ロ
ウ
、

J
・
ブ
ラ
イ
ト
、
ゴ
ッ
シ
エ
ン
、



後
に
加
わ
る

W

・
E

・
フ
ォ

l
ス
タ
!
と
ス
タ
ン
プ
エ
ル
ド
が
そ
う
で
あ
る
。
が
、

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
自
身
、
「
進
歩
的
と
ラ
ベ
ル
を
は
ら
れ

て
い
る
人
た
ち
よ
り
も
、

ウ
イ
ッ
グ
貴
族
の
方
に
気
の
合
う
同
僚
を
見
出
し
た
」
と
い
っ
て
い
る

(モ
l
レ
イ
)
。
リ
ボ
ン
、

キ
ン
パ
レ
、

ア
ー
ガ
イ
ル
、

一
八
七
四
年
の
デ
ィ
ズ
レ
リ
内
閣

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
、

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
、

ハ
l
テ
ィ
ン
ト
ン
た
ち
は
貴
族
の
一
門
に
属
し
た
。

で
は
、
首
相
と
外
二
名
以
外
は
す
べ
て
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。

三
二
年
選
挙
法
改
正
以
後
も
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
が
政
治
的
に
極
め
て
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
議
員
の
出
身
を
み
て
も
わ
か
る
。
上
院

は
世
襲
貴
族
の
牙
城
で
あ
っ
た
し
、
下
院
も
旧
支
配
層
の
〈
お
し
き
せ
〉
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
八
六
五
年
総
選
挙
後
召
集
さ
れ
た
議
会
(
下

院
)
を
み
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
針
。

貴
族
及
び
そ
の
長
男
、

三
七
名

貴
族
の
息
子
(
長
男
以
外
)
及
ぴ
孫
、

七
九
名

準
男
爵
、

七

名

準
男
爵
の
長
男
(
一
一
名
)
、
息
子
、
孫
、

J¥ 
名

そ
の
他
貴
族
と
縁
戚
関
係
の
平
民

一O
O名

ウイッグの衰退と終罵(1)

貴
族
と
準
貴
族
の
一
門
の
者
は
合
せ
て
二
二
五
名
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
、
婚
姻
や
血
族
の
関
係
で
貴
族
や
準
貴
族
と
関
係
す
る
者
を

含
め
る
と
、
少
な
く
と
も
三
二
六
名
で
、
下
院
の
約
半
数
と
な
る
。
政
党
別
で
み
る
と
、
保
守
党
一
七

O
名
、
自
由
党
一
五

O
名
で
、

ま

ま

同
数
で
あ
る
。

一
八
五
九
年
に
召
集
さ
れ
た
下
院
議
員
で
は
、
=
ご
家
族
が
一
一

O
名
の
議
員
を
出
し
て
い
た
。
貴
族
や
準
貴
族
以
外
に
ジ

北法43(4・43)537 

エ
ン
ト
リ
層
を
加
え
る
と
、
広
い
意
味
で
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
者
は
圧
倒
的
に
多
く
な
ろ
う
。

の
中
で
こ
う
い
う
。

ト
ロ
ロ
ッ
プ
は
『
自
伝
』

私
が
い
い
た
い
の
は
、
教
養
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
れ
ば
誰
も
が
議
員
に
な
る
こ
と
を
:
・
〔
こ
う
考
え
て
〕
目
ざ
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



説

議
会
内
の
人
聞
は
議
会
外
の
人
間
よ
り
も
よ
り
高
い
地
位
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
報
酬
な
く
し
て
国
に
仕
え
る
こ
と
は
人
間
の
な
し
う
る

最
も
偉
大
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
う
ち
、
政
治
の
研
究
は
自
分
を
同
胞
の
た
め
に
最
も
役
立
ち
う
る
よ
う
な
存
在

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
:
・
。

論

G
・
M
-
ト
レ
ヴ
エ
リ
ア
ン
は
著
書
『
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
の
生
涯
』
の
中
で
、
「
下
院
は
ウ
ォ
ル
ボ

l
ル
の
時
代
に
お
け
る
と
同
様
、

当
時
も
国
の
心
臓
部
を
な
」
し
、
こ
の
心
臓
部
で
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
非
常
に
重
き
を
な
す
と
い
い
、
ブ
ラ
イ
ト
の
言
葉
を
引
用
し
て
い

る
。
ブ
ラ
イ
ト
は
一
八
六
六
年
こ
う
い
う
。

中
産
階
級
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
ほ
ど
大
き
な
誤
り
は
な
い
。
真
相
は
こ
う
だ
。
労
働
者
は
殆
ど
全
般
に
百
一
り
・
:
政
治
権
力
か
ら
し

め
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
産
階
級
は
、
外
観
は
権
力
を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
真
実
で
は
な
い
0

・
:
中
産
階
級
は
投
票
権
は
持
つ
が
、

そ
の
投
票
権
は
不
公
平
な
配
分
に
よ
っ
て
効
果
の
な
い
も
の
と
さ
れ
、
・
:
投
票
者
は
、
よ
り
一
一
層
の
自
由
の
た
め
に
戦
い
え
な
い
し
、
彼
ら
の
祖
先

が
獲
得
し
た
も
の
を
守
り
え
な
い
で
い
る
。

下
院
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
!
の
大
き
な
比
重
は
、
議
席
配
分
上
の
有
利
さ
に
も
よ
ろ
う
が
、
問
題
は
こ
の
有
利
な
配
分
を
可
能
に

し
て
い
る
彼
ら
の
権
威
、
及
ぴ
そ
れ
を
も
た
ら
し
て
い
る
そ
の
歴
史
的
背
景
で
あ
ろ
う
。

一
九
世
紀
中
葉
の
繁
栄
の
中
で
、
人
口
や
富
の
地

方
的
配
分
で
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
や
北
部
の
産
業
地
帝
の
比
重
が
大
き
く
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
席
の
配
分
は

=
一
年
の
改
革
以
来
変
え
ら
れ
な
か
っ
た

(
三
二
年
の
改
革
自
体
、

ス
チ
ュ
ア

i
ト
時
代
以
来
の
南
部
、
西
部
へ
の
偏
重
が
維
持
さ
れ
た
)
。

南
部
や
西
部
に
は
、
小
さ
い
パ
ラ
で
あ
り
な
が
ら
、
議
席
の
あ
る
パ
ラ
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
小
さ
い
パ
ラ
は
選
挙
地
理
上

非
常
な
重
み
を
も
っ
て
い
る
。

一
八
六
六
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
エ

l
ル
ズ
に
は
、
小
さ
い
パ
ラ
と
い
え
る
も
の
の
有
権
者
数
は
二
五
万
二

九
一
人
で
、
全
有
権
者
の
五
分
の
一
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
三
二
人
名
、
約
半
数
の
下
院
議
員
が
選
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
、
有
権

者
数
合
計
が
こ
れ
を
や
や
上
ま
わ
る
一
五
の
最
大
の
パ
ラ
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
三
二
名
(
二

O
分

の

こ

と
比
べ
る
と
、
議
席
の
偏
在
と

不
平
等
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
小
さ
い
パ
ラ
で
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
が
存
続
し
て
お
り
、
彼
ら
は
選
挙
制
度
上
非
常
に
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有
利
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
小
さ
い
パ
ラ
に
お
い
て
も
、
住
民
は
か
な
り
独
立
的
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ン
に
よ
っ
て

〈
独
裁
的
〉
に
命
ぜ
ら
れ
た
通
り
に
行
動
す
る
こ
と
が
一
層
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
選
挙
に
お
い
て
も
、
人
々
は
パ
ト
ロ
ン

の
指
示
通
り
に
は
動
か
な
く
な
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
の
指
示
通
り
に
動
く
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
パ
ト
ロ
ン
が
不
断
に
有
権
者
に
接
し
、
彼
ら

の
面
倒
を
よ
く
み
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る

(
後
述
)
。
あ
る
著
者
は
一
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
は
も
早
パ
ト
ロ
ン
が
〈
独
裁
的
〉
に
振
舞

う
指
名
選
挙
区
と
い
う
も
の
は
な
く
な
り
、
〈
閉
鎖
的
〉
な
選
挙
区
を
区
別
す
る
い
く
つ
か
の
概
念
|
|
〈
指
名
選
挙
区
〉
と
か
〈
閉
鎖
的
選

挙
区
〉
と
か
〈
家
族
選
挙
区
〉
と
か

l
l
の
分
類
は
あ
ま
り
有
用
で
は
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
討
。
「
ミ

y

ド
ハ

l
ス
ト
や
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ

ク

(
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
一
六
一
五
人
、

人

の
よ
う
に
、
極
端
に
小
さ
い
パ
ラ
を
除
け
ば
、
地
主
の
把
握
力
は
緩
み
、
有
権
者
が

富
裕
な
リ
ー
ダ
ー
を
見
つ
け
れ
ば
、
彼
ら
は
簡
単
に
パ
ト
ロ
ン
を
変
え
て
し
ま
日
」
し
ま
つ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
小
さ
い
パ
ラ
で
は
か
な
り
の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
を
も
っ
て
い
た
。
ガ
ッ
シ
ュ
教
授
に
よ
れ
的
、

)¥ 

四

七
年
選
挙
で
、
指
名
選
挙
区
と
数
え
う
る
も
の
は
、

選
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

一
八
六
五
年

l
i
第
二
次
選
挙
法
改
正
前

l
ー
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

ド
、y

ド

よ

れ五
ば8九
、名

四の
五議
の員
パが
ラそ
はこ

か
ら

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
エ

l
ル
ズ
で
、

四
二
選
挙
区
あ
り
、

ウイッグの衰退と終鷲(1)

つ
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
各
一
門
だ
け
で
左
右
し
え
、
八
つ
の
パ
ラ
は
、
二
つ
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
一
門
が
イ
ン
フ
レ
ン
ス
を
分
ち
合
う

一
八
六
七
年
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ク
ロ
フ
ト
に
よ
れ
時
、
三
九
六
名
の
パ
ラ
選
出
議
員
中
二
四
六
名
は
、
ま
ず
も
っ
て
大

パ
ラ
で
あ
っ
た
。

土
地
所
有
者
の
家
族
と
し
て
選
ば
れ
、
残
り
一
五

O
名
中
、
製
造
業
者
と
い
え
る
議
員
は
二
二
名
に
す
ぎ
な
い
。
州
選
出
の
議
員
は
い
う
ま

で
も
な
く
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
者
が
多
く
、
二
六
二
名
中
、

一
O
名
な
に
が
し
の
者
を
除
き
、
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。

第
二
次
選
挙
法
改
革
後
は
じ
め
て
の
選
挙
で
あ
る
一
八
六
八
年
の
選
挙
で
は
、
指
名
パ
ラ
選
挙
区
は
全
体
で
四
六
、

そ
う
み
て
よ
い
か
ど

う
か
疑
問
の
余
地
あ
る
も
の
七
で
、
合
計
す
れ
ば
五
四
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
大
き
な
パ
ラ
は
六
つ
あ
り
、
残
り
の
三
七
、
な
い
し
四
三
が
小
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説
吾也
白岡

1847年の指名パラ選挙区及び‘家族パラ選挙区

(イングランドとウエールズのみ)

員

59名42 指名パラ選挙区

疑問の余地ある

指名パラ選挙区
14名10 

11名

84名

11 

63 

家族バラ選挙区

N.Gash. Politics in the Age of Peel. pp. 438-9 

1868年の指名パラ選挙区

(4) 39 イングランド

(1) ウエールズ

(1) 

(1) 

(7) 

カッコ内は疑問の余地あるもの

Hanham. Elections and Party M仰 agem抑止 p.45. 

議パラ

5 

46 

スコットランド

アイルランド

さ
い
パ
ラ
で
あ
る
。
小
さ
い
パ
ラ
で
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
八
三
二
年
の
選
挙
法
改
革
は
従
来
の
選
挙
制
度
を
大
き
く
変
え
た
し
、
産
業
の
発
達
は
選
挙
区
や
有
権
者
の
性
格
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

改
革
運
動
の
た
め
に
各
地
に
組
織
化
さ
れ
た
運
動
が
起
っ
た
し
、
既
に
あ
っ
た
組
織
は
そ
の
た
め
に
一
層
活
発
に
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
改

革
後
は
と
り
わ
け
有
権
者
獲
得
の
た
め
、
登
録
を
促
進
す
る
政
党
活
動
が
当
初
は
ト

l
リ
l
で
、
次
い
で
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
ウ
イ
ツ

グ
|
自
由
党
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
党
活
動
を
指
導
す
る
た
め
の
中
央
の
組
織
も
発
展
す
る
。
ト

l
リ
ー
で
は
、

北法43(4・46)540
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ー
ル
ズ
街
に
で
き

〈
チ
ャ
ー
ル
ズ
街
ギ
ャ
ン
グ
》
)
、

一
八
三
二
年
に
は
こ
れ
が
カ

l
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
党
の
中
央
本
部
と
し
て

動
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ
イ
ッ
グ
も
こ
れ
に
対
抗
し
一
八
三
六
年
改
革
ク
ラ
ブ
を
創
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
変
化
は
従
来
の
在
り
方

を
根
本
か
ら
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
地
方
で
の
党
活
動
は
こ
れ
以
前
か
ら
既
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
別
と
し
て
も
で
あ
る
。
カ
ー

ル
ト
ン
や
改
革
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
中
央
か
ら
の
指
導
も
過
大
に
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
中
央
党
本
部
は
党
の
権
力
を
選
挙
区

か
ら
中
央
に
移
し
、
党
を
ロ
ン
ド
ン
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
マ
シ

l
ン
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
前
ば
ら
ば
ら
に
行
わ
れ
て
い
た
選
挙
区
の

活
動
を
あ
る
て
い
度
は
-
調
整
す
る
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、
質
的
と
い
え
る
ほ
ど
の
変
化
を
生
み
は
し
な
か
っ
た
。
中
央
本
部
は
ま
だ
限
ら
れ

た
役
割
と
権
力
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
地
方
の
党
活
動
に
共
通
の
目
標
を
示
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
お
し
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
資
金
的
基
盤
は
脆
弱
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
議
員
の
選
出
は
全
国
的
な
観
点
か
ら
よ
り
は
、
地
方
的

な
観
点
や
地
盤
の
上
に
可
能
と
な
る
。
大
部
分
の
選
挙
区
で
は
資
金
は
地
方
で
集
め
ら
れ
、
地
方
で
使
わ
れ
る
。
実
際
、
自
由
党
で
改
革
ク

ラ
ブ
に
所
属
す
る
議
員
は
、

そ
の
議
員
の
半
数
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て
地
方
党
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
党
中
央
本
部
が
正
式
に
創
設
さ

れ
た
と
し
て
も
、
地
方
に
根
を
張
る
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

1

パ
ト
ロ
ン
の
勢
力
は
十
分
に
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

州
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
共
同
体
で
あ
り
、
地
理
的
区
分
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
頂
点
に
は
州
総
監
が
お
り
、

一
定
の
国
教
会
組
織
が

ウイッグの衰退と終罵 (1) 

あ
り
、
行
政
・
裁
判
組
織
や
民
兵
の
組
織
が
あ
り
、
ま
た
一
回
の
狐
狩
り
用
猟
犬
や
一
団
の
イ

1
グ
ル
犬
が
い
た
。
州
に
は
州
民
す
べ
て
が

認
め
る
よ
う
な
社
会
的
階
層
制
が
あ
っ
た
。
州
の
政
治
・
行
政
や
社
会
生
活
の
中
心
を
な
す
の
は
、
資
産
の
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
い
わ

れ
る
人
々
や
牧
師
た
ち
で
あ
っ
た
。

土
地
所
有
ジ
エ
ン
ト
リ
の
中
の
農
業
家
の
中
に
は
一

O
人
や
そ
こ
ら
の
す
ぐ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
い
た
が
、
彼
ら
の
こ
の
特
別
な
興
味
を
別
と

す
れ
ば
、
彼
ら
の
生
活
は
だ
い
た
い
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
っ
た
。
州
の
町
で
の
四
季
裁
判
所
へ
の
出
席
は
、
行
政
的
司
法
的
な
集
り
で
あ
る
と
と

も
に
、
社
交
的
な
集
り
の
機
会
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
行
政
官
た
ち
は
、
家
近
辺
の
地
方
法
廷
で
、
一
人
ま
た
は
二
人
で
事
を
処
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理
し
た
。
一
八
三
四
年
以
後
は
、
救
貧
行
政
の
保
護
官
と
な
り
、
し
ば
し
ば
地
方
税
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
活
発
に
動
い
た
り
、
い
つ
も
余
分
の
出

費
を
求
め
る
よ
う
な
中
央
官
庁
の
要
求
を
妨
げ
る
の
に
巧
み
に
動
い
た
り
し
た
。
民
兵
、
ヨ

1
マ
ン
リ
、
義
勇
軍
何
れ
に
お
い
て
も
、
州
の
軍
隊
の

年
々
の
召
集
や
訓
練
に
は
士
官
と
し
て
参
加
し
た
。
〈
熱
心
な
政
治
的
義
務
へ
の
奉
仕
}
は
多
く
の
人
々
か
ら
期
待
で
き
な
い
が
、
す
べ
て
の
者
は

時
に
政
治
生
活
に
加
わ
り
、
あ
る
者
は
活
動
的
で
不
断
の
役
割
を
果
し
た
。
彼
ら
や
婦
人
た
ち
は
村
の
学
校
や
貧
し
い
人
々
の
た
め
の
栽
縫
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
は
確
実
に
関
心
を
抱
い
た
し
、
妻
た
ち
は
慈
善
事
業
や
病
人
の
訪
問
に
多
く
の
時
間
を
き
い
た
。
な
か
ん
ず
く
社
交
的
な
も
よ
お
し
の
年

行
事
が
あ
っ
た
。
冬
期
の
狩
猟
舞
踏
会
、
募
金
舞
踏
会
、
私
的
な
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
、
シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
な
い
互
い
の
訪
問
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
大

部
分
は
州
の
単
位
で
な
さ
れ
る
。

説論

こ
う
し
た
州
の
仕
事
や
行
事
の
主
体
を
な
す
の
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
た
ち
で
あ
り
、
殆
ど
彼
ら
の
み
が
治
安
判
事
と
な
っ
て
、

四
季
裁
判

所
を
中
心
に
、
州
の
行
政
、
裁
判
、
事
業
に
加
わ
っ
た
。
州
階
層
制
の
頂
点
に
あ
る
州
総
監
が
治
安
判
事
を
選
ぶ
が
、
そ
れ
は
主
に
、
権
門
、

そ
れ
に
指
導
的
な
産
業
家
、
銀
行
家
、
大
商
人
の
狭
い
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
で
あ
っ
た
。
州
の

卿
紳
、
禄
付
の
僧
侶
た
ち
か
ら
で
あ
っ
て
、

官
職
に
も
階
層
制
が
あ
り
、

州の階層制

Lord Lieutenant 

Master of the Foxhounds 

Agricultural Landlords 

Bishop 

Chairrnan of Quarter Sessions 

Colonel of the Yeornanry 

そ
れ
は
全
国
的
に
か
な
り
似
て
い
る
。
あ
る
著
者
は
ウ
ォ
リ
ツ
ク
シ
ャ
!
の
階
層
制
に
つ
い
て
表
示
し
て
い

る
(
上
掲
表
)
。

Mernbers of Parliarnent 

地
方
社
会
で
エ
リ
ー
ト
と
認
め
ら
れ
る
証
し
は
、

じ
く
、
治
安
判
事
に
推
挙
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
問
。
こ
の
推
挙
に
当
っ
て
は
、

一
八
世
紀
に
お
け
る
と
同

古
く
か
ら
の
評
価
の
〈
基
準
〉
が
な
が
く
維
持
さ
れ
て
お
り
、
あ
い
変
ら
ず
実

J ustices of Peace 

業
家
は
軽
く
み
ら
れ
た
。

メ
ル
ボ

1
ン
卿
は
、
地
方
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
通
常

Lesser Clergy 

Larger Farrner 

Archdeacons 

よ
り
よ
い
性
格
を
も
っ
と
い
う
理
由
で
、
工
場
主
は
地
方
裁
判
官
の
職
か
ら
排

除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
し
、

ウ
エ
リ
ン
ト
ン
公
も
一
八
三
八
年
、
治

Dean 

安
判
事
は
「
財
産
を
も
ち
、
重
要
で
思
慮
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
な
け
れ
ば

北法43(4・48)542 



な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
)
。
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ

l
の
州
総
監
で
あ
っ
た
初
代
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
は
同
じ
頃
地
方
裁
判
官
の
選
任
に
当
り
、

任
命
権
者
の
大
法
官
に
宛
て
て
こ
う
手
紙
を
書
い
て
い
る
)
。

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ

l
は
産
業
的
な
州
で
は
な
く
、
在
住
す
る
ジ
エ
ン
ト
リ
に
は
欠
け
て
い
な
い
の
で
、
現
に
商
工
業
に
従
事
し
て
い
る
す
べ
て

の
者
を
こ
の
職
に
委
任
す
る
こ
と
を
慎
重
に
避
け
、
ず
っ
と
裁
判
官
の
責
任
と
独
立
性
と
を
維
持
す
る
と
い
う
ル

l
ル
に
厳
格
に
従
っ
て
き
た
。
ハ

イ
・
ウ
イ
カ
ム
の
近
辺
で
製
紙
業
を
営
ん
で
い
る
者
を
も
し
私
が
裁
判
官
に
推
せ
ん
致
す
な
ら
、
こ
の
者
は
裁
判
官
と
し
て
の
職
務
と
関
係
の
な
い

事
が
ら
に
お
い
て
下
層
の
者
た
ち
と
不
断
に
接
触
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
不
適
切
で
好
ま
し
か
ら
ぬ
環
境
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

り
、
当
該
ケ
l
ス
に
お
い
て
私
は
と
り
わ
け
で
こ
の
境
界
線
を
ひ
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
し
だ
い
で
あ
る
。

裁
判
官
の
集
り
で
、
二
人
の
治
安
判
事
は
、
も
し
こ
の
製
紙
業
者
が
選
ば
れ
る
な
ら
そ
の
職
を
や
め
た
い
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い
う
。
結
局
こ

(
叩
)

の
製
紙
業
者
は
裁
判
官
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
産
業
革
命
の
中
心
地
で
あ
る
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
富
裕
な
綿
織
物
業
者
た

ち
は
一
八
O
O
年
直
後
裁
判
官
と
し
て
の
法
的
資
格
を
え
は
し
た
が
、
社
会
的
偏
見
に
よ
っ
て
三

0
年
代
ま
で
裁
判
官
の
ポ
ス
ト
か
ら
排
除

さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
が
真
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
は
な
く
、
労
働
者
と
雇
傭
主
に
か
か
わ
る
ケ

l
ス
に
お
い
て
公
平
を
期
し
難
く
、
そ
れ
に

実
業
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
現
職
の
治
安
判
事
が
こ
れ
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
針
。

し
、
治
安
判
事
が
余
り
に
も
多
忙
と
な
っ
た
三

0
年
代
初
め
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
地
域
の
人
口
が
急
増

い
く
人
か
の
工
場
主
が
判
事
に
任
命
さ
れ
た
が
、

そ
の
場
合
に
も
、

そ
の
人

ウイッグの衰退と終湾 (1) 

た
ち
が
非
産
業
的
な
財
産
を
も
ち
、
事
業
経
営
か
ら
離
れ
た
後
に
お
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。
事
態
が
変
化
し
た
の
は
、

綿
花
商
人
で
町
の
商
業
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
の
も
の
が
下
院
議
員
に
選
ば
れ
て
か
ら
で
あ
封
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
の

一
九
世
紀
が
終
り
に
近
づ
く
と
、
商
工
業
出
身
の
者
も
し
だ
い
に
多
く
判
事
に
な
る
。
あ
る
者
の
計
算
に
よ
れ
問
、
あ
る
五
つ
の
州
で
、

北j去43(4・49)543 

一
八
六
七
年
ま
で
に
は
任
命
さ
れ
た
者
の
中
で
一
一
%
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
後
、

商
工
業
出
身
の
者
は
、

一
八
七
七
年
ま
で
に
は
一
六
%
以

上
、
さ
ら
に
そ
の
後
一

0
年
間
で
は
三
O
%
ほ
ど
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
産
業
の
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
州
で
は
少
な
い
。

)i、



説

六
八
年
か
ら
八
九
年
ま
で
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ

l
の
州
総
監
で
あ
っ
た
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
は
、
伝
統
的
な
評
価
基
準
を
で
き
る
だ
け
維
持
し

ょ
う
と
し
、
実
業
に
現
に
従
事
し
て
い
る
者
を
自
動
的
に
排
除
し
て
し
ま
っ
た
。
公
は
八
八
名
の
判
事
を
指
名
し
た
が
、
実
業
界
に
関
係
を

苦手品
目岡

も
っ
て
い
る
者
は
九
%
に
す
ぎ
ず
、
う
ち
五
名
は
大
土
地
所
有
の
ジ
エ
ン
ト
リ
で
も
あ
っ
た
。
八
八
名
中
、
大
土
地
所
有
者
と
の
関
係
の
な

い
専
門
職
の
者
及
び
実
業
家
は
一
四
名
に
す
ぎ
な
い
し
、
こ
の
一
四
名
と
て
多
く
は
、

AHV 
た。

パ

l
ブ
リ
ッ
ク
校
あ
る
い
は
旧
大
学
出
身
者
で
あ
っ

一
八
四
二
年
か
ら
一
八
八
七
年
ま
で
で
、

イ
ギ
リ
ス
全
体
で
、
治
安
判
事
全
体
の
中
、
大
土
地
所
有
者
の
割
合
は

l
ー
サ
ン
プ
ル
が
異

(
出
)

そ
れ
で
も
四
分
の
三
は
彼
ら
で
あ
っ
た
。

る
と
は
い
え
、
大
体

l
ー
八
六
%
か
ら
七
四
%
へ
と
低
下
し
た
が
、

商
工
業
出
身
者
も
州
エ
リ
ー
ト
層
に
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
!
ズ
の
亜
麻
織
業
者
マ
ー
シ
ャ
ル
家
の
社
会
的
上
昇
は
典
型
的

な
も
の
で
あ
ろ
う
。
産
業
家
と
し
て
成
功
し
た
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
一
九
世
紀
初
め
土
地
を
買
い
入
れ
、
息
子
四
人
に
年
一

0
0
0
ポ

ン
ド
の
土
地
を
与
え
た
。
自
分
も
州
選
出
議
員
と
な
っ
た
が
、

(
訂
)

一
人
を
知
事
に
さ
せ
た

五
人
の
息
子
の
う
ち
三
人
を
交
代
に
議
員
に
さ
せ
、
二
人
を
副
州
総
監
と
治

安
判
事
に
、

新
し
い
家
族
が
商
工
業
で
の
成
功
の
場
か
ら
身
を
ひ
き
、
完
全
に
地
方
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
し
て
安
定
す
る
に
は
普
通
二
世
代
、
約
半
世
紀
を
必

要
と
す
る
。
民
衆
の
い
い
伝
え
で
は
・
:
三
代
目
か
ら
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
な
れ
る
と
さ
れ
る
。
最
初
の
財
産
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
疋
の
進
展

の
型
が
あ
る
。
創
始
者
の
息
子
は
初
代
の
事
業
に
は
し
だ
い
に
時
々
に
か
関
係
し
な
い
よ
う
に
な
り
、
孫
に
な
る
と
そ
れ
か
ら
全
く
離
れ
る
と
い
う

{
国
)

の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
な
り
、
官
、
公
職
に
就
く
た
め
に
は
あ
い
変
ら
ず
、
商
工
業
の
臭
い
を
消
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
中
葉
以
後
ウ
イ
ッ
グ
自
由
党
は
優
位
し
、
保
守
党
が
少
数
党
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ウ
イ
ッ
グ
|
自
由
党
の
勢
力
が
安
定

し
た
圧
倒
的
勢
力
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
ウ
イ
ッ
グ
自
由
党
(
政
権
)

は
連
合
勢
力
で
あ
り
、

ウ
イ
ッ
グ
と
急
進
的
自
由
主
義
諸
派

北法43(4・50)544



と
保
守
党
か
ら
分
か
れ
た
ピ

l
ル
派
、

そ
れ
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
議
員
た
ち
が
連
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
自
由
貿
易
論
以
外

一
体
的
と
な
り
う
る
政
治
原
則
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
ウ
イ
ッ
グ
は
最
も
有
力
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
無
条
件
に
で
は
な
い
。
議
席
数
か
ら
す
る
と
、
ウ
イ
ッ
グ
は
も
早
圧
倒
的
に
優
位
し
た
数
を
も
た
な
い
。
一
八
四
七
年
の
総
選
挙
で
は
、

で
は
、
共
通
し
、

ウ
イ
ッ
グ
と
急
進
諸
派
で
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
ウ
イ
y

グ
党
が
、

に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、

ウ
イ
ッ
グ
を
も
含
む
自
由
党
の
形
成
へ
と
進
む
の
も
こ
う
し
た
背
景

ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は

i
l
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
が
優
位
に
立
つ
ま
で
|
|
中
央
政
治
で
中
心
的
な

役
割
を
果
し
た
し
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
大
き
な
影
響
力
を
維
持
し
た
。
し
か
も
中
央
政
治
で
も
ウ
イ
ッ
グ
知
識
層
が
衰
退
す
る
ウ

ウイッグの衰退と終駕(1)

1832-80年の聞の保守党得票率の平均

Nossiter Fraser 

37.52 37.32 Birrningham 

50.73 49.72 Bolton 

40.24 

36.74 

38.94 

Bradford 

Brighton 

Bristol 43.74 44.40 

42.54 43.09 Hull 

46.40 45.81 Leeds 

38.53 37.94 Leicester 

51.51 51.81 Liverpool 

36.55 

34.99 

35.50 

34.04 

Manchester 

Newcastle (Tyne) 

Norwich 47.34 

Nottingham 46.22 47.56 

Oldharn 26.74 25.08 

Plymouth 46.18 47.16 

Portsmouth 44.79 45. 14 

47.11 

53.86 

Sheffield 19.58 20.85 

Stockport 45.97 47.78 

Stoke 46.90 50.12 

51.25 Preston 

43.51 41.05 Sunderland 

32.50 

Fraser. op. cit.. pp.224-5; T. 1. Nossiter. 1托iflu-

ence. Opinurn and Political Idiorns in Reformed 

England. 1975. pp. 181-4. 

北法43(4・51)545
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説

イ
y

グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
力
を
補
完
す
る
。
ま
ず
、
前
か
ら
始
め
よ
う
。

中
・
大
規
模
の
都
市
の
大
部
分
で
は
、
自
由
党
は
強
い
。
実
業
家
、
商
庖
主
、
職
人
た
ち
は
独
立
的
な
性
格
を
も
ち
、

し
ば
し
ば
ノ
ン
コ

5命

ン
フ
ォ

1
ミ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
保
守
党
が
望
み
う
る
の
は
、

ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
が
弱
い
所
、
あ
る
い
は
保
守
党
組
織
が
強
い
所
で

あ
る
。
そ
う
し
た
大
・
中
都
市
は
例
外
的
と
い
え
、

ロ
ン
ド
ン
と
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
以
外
で
は
ま
ず
な
い
と
い
え
る
。
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
、
及
び

こ
の
州
で
国
教
会
の
強
い
都
市
で
は
特
に
、
一
八
六

0
年
代
以
後
保
守
党
勢
力
が
根
を
据
え
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
が
再
ぴ
争
点
と
な
り
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
住
者
が
多
い
こ
の
地
方
で
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
の
心
情
が
か
き
立
て
ら
れ
、
こ
れ
が
|
|
未
組
織
労
働
者
の
中
で
し
ば
し

時
|
保
守
党
支
持
へ
と
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
同
じ
時
期
、
保
守
党
組
織
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
、
か
つ

雇
用
者
の
力
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
全
国
的
に
福
音
主
義
的
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ズ
ム
が
広
が
り
、
こ
れ
に
伴
い
宗
教
的

急
進
主
義
へ
の
恐
れ
も
ま
た
こ
こ
で
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

党
に
対
し
、
自
由
党
は
十
分
に
対
抗
し
え
な
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
は
と
り
わ
け
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ズ
ム
が
弱
く
、
攻
勢
に
出
る
保
守

大
中
の
都
市
で
は
保
守
党
が
弱
く
、
自
由
党
が
強
い
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
そ
こ
で
ウ
イ
ッ
グ
が
強
い
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。

と
い
う
の
は
、
大
中
都
市
で
の
自
由
党
の
強
さ
は
、
倍
統
的
な
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
影
響
力
に
よ
る
よ
り
は
、
商
工
業
者
ゃ
、

商
庖
主
や
職
人
た
ち
、

そ
し
て
多
く
は
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
の
強
さ
に
よ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
次
ペ

i
ジ
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
専
門
職
と
ア
ル
コ
ー
ル
関
係
の
職
の
人
々
に
は
か
な
り
鮮
明
な
保
守
的
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
工
場
主
の
中
の
保
守
的
傾
向
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
く
、
職
人
と
小
売
商
人
の
中
の
傾
向
は
自
由
主
義
的
で
あ
刻
。
」
自
由
党
は
こ
う
し
た
中
産
階
級
や
民
衆
と
、
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス

ト
ク
ラ
シ

l
の
同
盟
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
盟
は
し
ば
し
ば
摩
擦
を
起
す
の
で
、
不
断
に
関
係
の
修
復
を
必
要
と
し
た
。
リ

l
ズ
に
お
い
て
、

都
市
民
と
、
近
辺
の
大
貴
族
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
伯
家
と
の
同
盟
は
こ
う
し
た
も
の
の
典
型
的
な
姿
で
あ
封
。
フ
レ
イ
ザ

i
教
授
は
「
地

主
の
パ
ト
ロ
ン
は
彼
の
候
補
者
に
個
人
的
及
び
社
会
的
地
位
を
求
め
、
都
市
の
ボ
ス
は
政
治
的
意
見
の
正
し
い
カ
タ
ロ
グ
を
求
め
た
」
と
し
、

北法43(4・52)546



ウイッグの衰退と終駕(1)

社会集団内の自由党支持率

58 

アル
コール

日
一
日
一
位

A 職

η
一
回
一
日
一
一
U

工
者

40 

商
業

上級
専門職

37 

31 

36 4
=
I
 

Fれ
υ
=
F
ヘd

42 

41% 

38% 

46% 

48% 

30% 

Birmingham 1837 

Leeds 1834 50 

38 Liverpool 1841 

Manchester 1839 

52 57 

32 

64 

45 

Leicester 1847 

15 36 41% Nottingham 1852 

次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
針
。

Fraser， op. cit.. p.228. 

ビ
ッ
グ
ス
〔
レ
ス
タ

l
の
自
由
主
義
者
〕
は
急
進
主
義
的
な
第
二
候
補
を
さ
が
し
、
自
由
主
義
的

な
選
挙
区
す
べ
て
が
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
あ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
や
り
方
、
彼
の
党
の
ウ
イ
ッ
グ

派
と
急
進
派
と
を
ま
と
め
る
と
い
う
仕
事
に
打
込
ん
だ
。
選
挙
は
争
点
の
決
着
で
あ
り
、
こ
の
争
点

を
通
じ
て
地
方
の
世
論
は
穏
健
な
ウ
イ
ヅ
グ
の
自
由
主
義
の
〈
古
く
か
ら
の
一
団
〉
と
〈
新
し
い
一

団
〉
で
あ
る
急
進
主
義
者
と
の
聞
の
公
開
で
の
抗
争
を
戦
い
ぬ
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
リ

l
ズ
の

ウ
イ
ッ
グ
と
急
進
派
と
の
き
裂
は
既
に
一
八
三
四
年
に
現
わ
れ
、
一
八
三
七
年
と
一
八
七
四
年
の
問

の
あ
ら
ゆ
る
選
挙
は
何
ら
か
の
形
で
ウ
イ

y
グ
と
急
進
派
と
の
緊
張
と
、
そ
れ
を
収
め
よ
う
と
す
る

試
み
と
い
う
側
面
を
内
含
さ
せ
て
い
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
、
こ
れ
は
、
一
八
五
七
年
に
お
け

る
穀
物
法
廃
止
同
盟
の
残
部
に
対
す
る
正
面
攻
撃
に
お
い
て
沸
騰
し
、
一
八
五
九
年
と
一
八
六
五
年

の
へ
イ
ウ
ソ
ド
の
立
候
補
と
一
八
六
八
年
の
ア

l
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
の
立
候
補
に
お
い
て
抗
争

は
ひ
と
騒
動
と
な
っ
た
。
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
が
一
八
三
二
年
と
一
八
八

O
年
の
聞
で
議
席
一
つ
を
ト

l

リ
i
に
あ
け
渡
し
た
の
は
一
八
四
四
年
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
自
由
主
義
者
と
急
進
主
義
者

と
の
対
立
の
結
果
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
互
い
に
や
り
合
う
中
で
急
進
派
〔
ス
タ

l
ジ
な
ど
〕
の
非

妥
協
的
態
度
は
突
出
し
て
お
り
、
外
部
の
者
さ
え
ス
タ

l
ジ
の
特
攻
的
や
り
口
に
目
を
そ
ば
立
て
た
。

ブ
ラ
イ
ト
が
「
彼
や
彼
の
友
人
は
気
違
い
、
ざ
た
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
か

と
思
う
と
、
他
の
同
盟
の
友
人
は
ス
タ

i
ジ
を
く
ず
だ
と
い
い
、
「
も
し
彼
が
ウ
イ
ヅ
グ
を
突
き
放

そ
う
と
す
れ
ば
、
臆
病
で
慎
重
な
彼
に
も
こ
れ
が
完
全
に
で
き
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

ウ
イ
ッ
グ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
す
る
に
は
都
市
民
と
の
連
合
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

そ
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れ
は
で
き
た
し
、

そ
う
す
れ
ば
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
十
分
に
リ
ー
ダ
ー
リ
ッ
プ

を
発
揮
し
え
た
。
そ
れ
に
小
都
市
や
村
落
で
は
本
来
の
影
響
力
を
維
持
し
て
い
た
の
だ
。



説

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
伝
統
的
な
ウ
イ
ッ
グ
貴
族
は
な
お
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
北
部
に
は
そ
う
し
た
者
が
多
い
。
ノ
ザ
ン
パ

ラ
ン
ド
の
グ
レ
イ
一
門
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
門
の
縁
者
ウ
ッ
ド
家
(
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
)

や
ベ
ア
リ
ン
グ
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
、

言命

イ
ツ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
家
や
ダ
ン
ダ
ス
家
(
ゼ
ト
ラ
ン
ド
)
や
キ
ャ
ヴ
エ
ン
デ
ィ
シ
ュ
家
(
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

I
)
、
ハ
ワ

l
ド
家
(
カ

l
ラ
イ
ル
)
、

リ
ヴ
ソ
ン

l
ゴ
ア
{
括
和
(
サ
ザ

l
ラ
ン
ド
)

が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
門
の
当
主
た
ち
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
だ
け
で
、
合
算
す
る
と
、

八
七

O
年
に
二
七
万
エ
ー
カ
ー
以
上
の
土
地
を
も
ち
、

(
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ
ー
や
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
な
ど
)

そ
の
外
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ハ
イ
ラ
ン
ド

(
サ
ザ

l
ラ
ン
ド
や
ゼ
ト
ラ
ン
ド
)

そ
の
姻
戚
関
係
か
ら

に
広
大
な
土
地
も
持
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
多
く
は
縁
続
き
で
あ
り
、

い
え
ば
、
北
部
を
こ
え
て
広
が
り
、

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
公
(
ロ
ン
ド
ン
、

や
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
(
ロ
ン
ド
ン
、

チ
ェ
シ
ャ

l
)

ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ

l
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ

l
、
デ

l
ヴ
オ
ン
シ
ャ

1
)
に
ま
で
広
っ
て
い
る
。
ウ
イ
ッ
グ
の
名
門
中
の
名
門
デ
ヴ
オ
ン
シ

ャ
l
の
息
子
の
ハ

1
テ
ィ
ン
ト
ン
は
一
八
七

O
年
以
後
実
質
上
の
ウ
イ
y

グ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
彼
の
甥
に
は
、

サ
ザ

l
ラ
ン
ド
公
、

ア
l
ガ
イ
ル
公
夫
人
、
や
が
て
レ
ン
ス
タ

l
公
及
び
カ

l
ラ
イ
ル
伯
夫
人
と
な
る
者
が
い
た
。
叔
母
に
は
第

三
代
グ
レ
イ
伯
及
ぴ
そ
の
兄
弟
の
義
姉
妹
が
い
る
等
々
。

エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
公
夫
人
、

北
部
ウ
イ
ッ
グ
の
一
門
の
聞
に
は
広
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
か
、

そ
れ
ば
か
り
か
、
共
通
の
信
条
と
世
界
観
を
も
っ
人
た
ち
が
少
な

く
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
は
か
な
り
鮮
明
な
福
音
主
義
の
信
条
が
共
通
に
流
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
厳
格
な
教
義
の
上
に
立
つ
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
堅
闘
な
ウ
イ
ッ
グ
的
ラ
テ
ィ
テ
ュ
デ
ィ
ナ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
と
も
に
、

あ
る
捧
身
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
と
義
務
感
で
あ
る
。
こ
の
ラ
テ
ィ
ト
ュ
デ
ィ
ナ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
啓
蒙
主
義
的
思
想
家
の
著
作
を
熱
心
に
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
で
な
く
、
ア

1
ノ
ル
ド
、
モ

l
リ
ス
、
カ

l
ラ
イ
ル
、
サ

1
ル
ウ
ォ
ル
、
ス
タ
ン
レ
イ
の
も
の
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

ウ
イ
ッ
グ
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
は
こ
の
福
音
主
義
に
よ
っ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
新
た
に
真
執
さ
を
獲
得
し
た
。
北
部
に
お
い
て
ノ
ン
コ
ン フ
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フ
ォ

l
ミ
ス
ト
と
の
ウ
イ
ッ
グ
の
同
盟
を
可
能
に
し
た
の
は
こ
れ
で
あ
り
、
篤
心
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
シ
!
と
の
共
同
を
も
た
ら
し
た
の
も
こ
れ

で
あ
る
。
北
部
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
心
臓
部
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
こ
の
中
産
階
級
の
企
業
家
と
共
通
の
心
情
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、

のデ

でヴ
あオ
る§ン
。シ

ヤ

サ
ザ

l
ラ
ン
ド
、

ゼ
ト
ラ
ン
ド
、

ク
リ

l
ヴ
ラ
ン
ト
た
ち
は
大
産
業
家
の
一
門
と
も
な
っ
た

フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
、

こ
の
地
方
の
〈
ウ
イ
ッ
グ
主
義
〉
が
ウ
イ
ッ
グ
に
お
い
て
果
す
重
要
な
役
割
は

1

1
パ
リ
教
授
に
よ
れ
ば
|
|
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
と

い、っ。

一
九
世
紀
半
ば
す
ぎ
の
自
由
党
を
み
る
に
は
特
に
こ
の
こ
と
は
重
要
で
あ
る

り
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、

一
八
三

0
年
代
ま
で
ウ
イ
ッ
グ
主
流
に
と

フ
ォ
ッ
ク
ス
の
ウ
イ
ッ
グ
主
義
の
流
を
継
ぐ
ロ
ン
ド
ン
の
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ラ
ン
ド
邸
で
あ
っ
た
。
し

(
後
述
)
。

か
し
そ
の
当
主
が
死
去
し

(
一
八
四

O
年
)
、
首
都
の
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
役
割
が
減
り
、

ウ
イ
y

グ
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

ー
に
お
い
て
〈
地
方
の
ウ
イ
ッ
ク
主
義
〉
の
比
重
が
そ
れ
だ
け
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
首
都
圏
の
ウ
イ
ッ
グ
主
義
に
お
い
て
は
、

ア
リ
ス

ト
ク
ラ
シ

l
の
そ
れ
に
対
し
、
知
識
層
の
そ
れ
の
比
重
が
大
き
く
な
る
。
大
学
の
意
味
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
も
こ
う
し
た
背
景
に
お
い

て
で
あ
る
。
ま
た
地
方
(
北
部
)

に
お
い
て
も
、

ウ
イ
ッ
グ
主
義
は
都
市
や
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
の
自
由
主
義
や
急
進
主
義
の
拾
頭
に

よ
っ
て
比
重
を
減
ら
し
て
行
く
の
で
あ
る
が
。
(
即
ち
、

ウ
イ
ッ
グ
の
勢
力
は
全
体
と
し
て
縮
小
し
て
い
る
の
で
あ
る
)
。

ウイッグの衰退と終駕(1)

ウ
イ
ッ
グ
は
そ
も
そ
も

l
l
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
と
ロ
ッ
ク
の
聞
の
よ
う
に

l
i
当
初
か
ら
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
!
と
知
識
人
が
協
同
す
る
政
党

で
あ
り
、
双
方
は
パ
ト
ロ
ネ
ジ
の
関
係
に
あ
っ
た
。

一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
知
識
人
の
比
重
は
よ
り
大
き
く
な
る
。

そ
れ
に
大
学
教
育
が
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
激
し
い
ウ
イ
ッ
グ
知
識
人

ロ
ウ
が
「
認
め
る
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
知
性
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
で
あ
っ
て
、
血
統
だ
け
で
は
問
題
に
な
ら
な
川
」
と
し
た
の
も
こ
う

し
た
背
景
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
重
要
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
刻
。
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ

こ
の
こ
と
は
教
育
や
知
性
、

シ
ー
は
有
力
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
接
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
弁
護
さ
れ
る
。
な
か
で
も
有
名
な
の
は

H

・
リ

l
ヴ
で
あ
る
。
彼
は
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説

一
八
五
五
年
ま
で
タ
イ
ム
ズ
紙
の
海
外
担
当
の
責
任
者
で
あ
り
、

の
翻
訳
者
で
も

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ

l
』

あ
っ
た
。
こ
の
年
以
後
四

0
年
間
、

ウ
イ
ッ
グ
の
機
関
誌
と
も
い
う
べ
き
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
評
論
の
編
集
に
当
り
、
巨
大
な
政
治
的
影
響
を
及

自命

ぼ
し
た
。
ま
た
タ
イ
ム
ズ
紙
編
集
の
ド
レ
イ
ン
も
ウ
イ

y

グ
を
支
持
し
、
パ
ー
マ

l
ス
ト
ン
派
の
人
達
と
接
し
た
。

E
・
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
(
ジ

ヨ
ン
・
ス
ト
レ
イ
テ
ィ
の
父
)

は
ウ
イ
ッ
グ
・
ジ
エ
ン
ト
リ
を
弁
護
し
た
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
内
閣
の
閣
僚
と
な
る
前
述
の
ロ
ウ
も
タ
イ
ム
ズ

ス
ペ
ク
テ

l
タ

l
誌
の
編
集
の
ハ

y

ト
ン
、
彼
の
友
人
で
イ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
の
編
集
の
パ
ジ
ヨ

ッ
ト
も
ウ
イ
ッ
グ
的
自
由
主
義
者
の
中
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
説
。
エ
セ
イ
ス
ト
の

W
・
R
・
グ
レ
ッ
グ
は
パ
ジ
ヨ

y
ト
の
義
理
の
兄
弟
で

紙
の
論
説
員
で
あ
り
、

ド
レ
イ
ン
と
近
い
。

あ
っ
た
。

つ也

教
授
は

ー寸

顕
著
な

と
は

ウ
イ
ソ
グ
自
由
主
義
が
い
か
に
広
く
首
都
に
根
を
張
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
こ
う
い

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ウ
イ
ッ
グ
の
大
〈
社
交
〉
邸
や
宮
廷
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
科
学
界
や
大
学
の
世
界
に
も
、
ま
た
ラ
ン
ベ
ス
の
テ

イ
ト
や
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
の
ス
タ
ン
レ
ー
な
ど
宗
教
界
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
シ
テ
ィ
に
お
い
て
も
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ

た
環
境
と
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
が
優
位
す
る
地
方
政
治
と
の
相
違
は
歴
然
と
し
て
い
る
0

・
:
そ
れ
は
、
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
政
府
に
対
す
る
首
都
圏

の
新
聞
の
反
応
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
自
身
一
八
七
一
年
に
そ
れ
に
不
満
を
表
明
し
て
い
か
)
。

科
学
や
大
学
は
首
都
圏
で
発
達
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
活
発
に
な
る
の
も
首
都
圏
で
あ
っ
た
。
教
会
関
係
に
お
い
て
さ
え
テ
イ
ト
や
ス

タ
ン
レ
ー
な
ど
首
都
圏
に
い
る
ウ
イ
ッ
グ
系
の
人
た
ち
が
目
立
っ
て
く
る
。
ウ
イ
ッ
グ
に
お
い
て
、
知
識
人
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、

リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
以
外
の
人
々
が
重
要
と
な
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
の
比
重
が
高
ま
り
、
こ
の
こ
と
が
ウ
イ
ッ
グ
の
形
相
を
変
え
た
の
で
あ

る
。
大
貴
族
は
そ
う
し
た
流
れ
に
不
適
応
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
地
方
の
大
き
な
館
と
と
も
に
、

ロ
ン
ド
ン
に
も
大
邸
宅
を
も
っ

て
お
り
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
知
識
人
を
も
招
い
た
。
大
シ
ー
ズ
ン
に
は
国
中
か
ら
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
家
族
が
集
り
、
宮
廷
を
中
心
に
社
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交
界
に
加
わ
っ
た
。
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
公
家
の
よ
う
に
、
地
方
に
豪
壮
な
チ
ャ
ッ
ツ
ワ

l
ス
の
館
を
も
ち
、
北
部
の
産
業
の
振
興
に
加
わ
っ

た
カ
、

ロ
ン
ド
ン
に
も
大
邸
宅
を
も
ち
、
大
学
に
も
関
係
し
た
ウ
イ
ッ
グ
の
名
門
も
あ
る
。
七
代
目
公
爵
は
一
八
五
六
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
大

学
の
学
長
で
あ
り
、

一
八
六
一
年
後
は
三

0
年
間
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
学
長
で
あ
っ
た
。

一
九
世
紀
前
半
旧
大
学
は
そ
の
停
滞
を
様
々
批
判
さ
れ
た
が
、

(
世
紀
半
ば
以
後
改
革
も
進
む
)
。

そ
の
果
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い

そ
こ
で
は
上
層
中
産
階
級
の
子
弟
の
み
で
は
な
く
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
子
弟
も
学
業
に
励
み
、

よ
い
成
績
を
と
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ホ
ラ
ン
ド
邸
は
か
つ
て
ウ
イ
ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
!
の
若
者
が
集
り
、

フ
オ

y

ク
ス
の
原
則
に
沿
う
〈
正
統
派
〉

の
ウ
イ
ッ
グ

主
義
を
身
に
着
け
る
〈
学
校
〉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
主
も
既
に
大
学
に
目
を
向
け
て
有
望
な
若
者
を
探
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
も

多
く
は
ウ
イ
ッ
グ
の
名
門
の
子
弟
に
で
あ
っ
た
。
卿
は
オ
y

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
い
る
後
継
者
の
友
人
で
あ
る
モ

l
ペ
ス
に
目
を
向
け
、
晩
年

(三

0
年
代
末
)
に
は
彼
を
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
後
継
者
に
仕
立
て
よ
う
と
し
前
。
モ

l
ペ
ス
も
ウ
イ
ッ
グ
の
名
門
貴
族
カ

l
ラ
イ
ル
伯

家
の
長
男
で
あ
る
。
卿
は
大
学
の
み
な
ら
ず
、
イ

1
ト
ン
校
に
も
目
を
向
け
、
少
年
た
ち
に
も
ね
ら
い
を
つ
け
、
目
を
つ
け
た
者
を
ホ
ラ
ン

ド
邸
一
流
の
や
り
方
で
、
都
会
的
で
、

ウ
イ
ッ
ト
に
と
む
政
治
家
に
育
て
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
ア
リ
ス
ト

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
、

ク
ラ
シ

l
の
若
者
は
、
女
遊
び
ゃ
恋
愛
、
馬
の
飼
育
や
乗
馬
な
ど
、
伝
統
的
な
彼
ら
の
生
活
様
式
を
捨
て
は
し
な
か
っ
た
が
、
学
業
に
励
み
、

ウイッグの衰退と終駕(1)

知
的
向
上
に
努
め
、
大
学
で
の
生
活
か
ら
大
き
な
影
響
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
い
成
績
を
と
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
。

G
-
グ
レ
イ
や
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
二

0
年
代
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
、

デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
は
ケ
ン
ブ
リ
y
ジ
で
実
際
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
。
「
こ
の
世
代
を
特
徴
ず
け
た
こ
と
は
、
神
学
的
自
由
主
義
者
が
自
己
主
張
を
し
て
い
た
:
:
:
一
八
四
四
年
後
の
二

0
年
間
に
、
大
学
教

育
の
熱
心
な
受
容
者
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
」
で
あ
っ
話
。
そ
の
影
響
は
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
大
学
教
育
が

与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
で
決
定
的
な
も
叫
」
と
な
っ
た

(
後
述
)
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
は
、
地
方
を
本
拠
と
す
る
伝
統
的
な
ウ
イ
ッ
グ
は
、

フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
よ
う
に
福
音
主
義
信
仰
に
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基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
同
じ
信
条
の
産
業
家
や
ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
と
関
係
を
も
っ
と
は
い
え
、
国
の
政
治
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
ウ
イ
ッ
グ
の
大
貴
族
た
ち
、

フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
じ
め
、

サ
ザ

l
ラ
ン
ド
、

吾ム
日間

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
の
政
治
に
は
殆
ど
加
わ
る
こ
と
が
な
く
な
る
し
、
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
、
ミ
ン
ト
、
ク
リ

l
ブ
ラ
ン

ド
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
も
時
た
ま
加
わ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
次
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
政
権
の
末
期
、
内
閣
が
動
揺
し
た
と
き

!
l
こ
れ
に

ラ
ン
ド
た
ち
は
、

は
ウ
イ
ッ
グ
の
人
々
の
反
対
も
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
た
|
|
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

I
公
は
、
政
権
を
支
え
る
会
合
を
聞
き
、

ウ
イ
ッ
グ
大
立

者
の
意
地
を
み
せ
る
が
、

そ
れ
も
一
時
的
な
介
入
で
し
か
な
い
。
ウ
イ
ッ
グ
が
中
央
政
治
で
果
す
役
割
は
な
お
大
き
い
と
は
い
え
、

そ
の
衰

退
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
が
突
出
し
て
い
る
彼
の
自
由
党
政
権
を
み
て
も
わ
か
る
。

一
八
六
八
年
首
相
と
な

り
、
ラ
ッ
セ
ル
を
継
い
で
自
由
党
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
内
閣
に
お
い
て
、
閣
僚
中
ウ
イ
ッ
グ
と
い
え
る
者
は
半
数

を
や
や
上
ま
わ
る
だ
け
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
、
「
大
学
l
中
産
階
級
l
財
政
畑
の
自
由
主
義
者
」
が
ロ
ウ
と
ゴ
シ
エ
ン
の
二
人
、
「
中
道
的

ブ
リ
ュ

1
ス
の
三
人
で
あ
る
。
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

1
公
の
長
男
ハ

l
テ
ィ
ン
ト

な
国
教
徒
自
由
主
義
者
」
が
チ
ル
ダ

l
、

フ
ォ

l
テ
ス
キ
ュ
、

ン
侯
も
入
閣
し
た
が
、

ウ
イ
ッ
グ
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
る
彼
は
閣
内
で
孤
立
し
、
〈
妨
害
〉
要
因
に
さ
え
な
っ
た
と
い
う
。

グ
ラ
ド
ス
ト
ン

(
一
八

O
九

九

八

年

)

は
若
い
頃
高
教
会
の
ト

l
リ
ー
で
あ
り
、
ピ

l
ル
内
閣
に
入
閣
し
た
が
、
ピ

l
ル
派
と
し
て
保

守
党
を
離
れ
た
。
ウ
イ
ッ
グ
i
自
由
党
政
権
に
お
い
て
は
長
期
間
蔵
相
の
地
位
に
あ
り
、
行
財
政
官
と
し
て
抜
群
の
能
力
を
発
揮
し
た
。
こ

の
地
位
に
い
る
聞
に
(
一
八
六
二
年
頃
か
ら
)
民
衆
に
直
接
接
す
る
こ
と
え
民
衆
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
〉
)
に
意
義
を
見
出
し
、
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
〉

と
し
て
の
、
あ
る
い
は
〈
煽
動
的
〉
演
説
家
と
し
て
の
要
素
を
加
え
封
。
彼
が
急
進
派
に
近
づ
く
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
高

教
会
的
な
立
場
は
棄
て
な
か
っ
た
。
彼
ほ
ど
政
治
的
閲
歴
と
政
治
的
立
場
を
変
え
た
複
雑
な
政
治
家
は
め
ず
ら
し
い
。
し
か
も
彼
の
そ
の
都

度
の
改
宗
は
〈
信
念
〉
に
基
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
「
私
は
私
に
起
っ
た
政
治
的
変
化
を
一
言
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
自
由
を

嫌
い
、
自
由
に
不
信
の
念
を
抱
く
よ
う
育
っ
た
。
そ
し
て
や
が
て
私
は
そ
れ
を
信
ず
る
よ
う
学
ん
だ
。
こ
れ
は
私
の
変
化
の
鍵
で
あ
る
」
と

ゼ
ト
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い
一
切
。
信
念
を
も
っ
て
改
宗
し
た
こ
の
政
治
家
は
一
見
矛
盾
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
行
為
を
も
矛
盾
と
は
感
じ
な
い
確
信
を
も
っ
て
い
た
。

商
庖
主
や
農
民
を
前
に
堂
々
た
る
演
説
を
な
し
た
後
、
彼
は
馬
車
に
乗
り
、
サ
ザ
l
ラ
ン
ド
公
や
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

i
公
の
邸
宅
に
乗
り
入
れ

る
。
ミ
れ
は
彼
の
政
治
的
閲
歴
を
よ
く
示
す
ひ
ゆ
で
あ
る
。

こ
の
成
り
上
り
者
の
息
子
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
が
一
九
世
紀
最
大
の
自
由
主
義
政
治
家
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
否
定
し
え
ま
い
。
そ
れ
だ
け
に
彼

に
対
す
る
批
判
も
多
い
。
彼
は
〈
自
由
主
義
者
〉
と
し
て
ト

l
リ
ー
か
ら
批
判
さ
れ
た
ば
か
り
か
、

ウ
イ
ッ
グ
か
ら
も
、

ま
た
サ

1
・
へ
ン

リ
l
・
メ
イ
ン
の
よ
う
な
官
僚
的
な
前
自
由
主
義
者
か
ら
も
そ
の
〈
新
急
進
主
義
〉
を
難
ぜ
ら
れ
た
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
「
完
全
に
浮
動
的

で
あ
っ
て
、
無
知
で
衝
動
的
な
大
衆
の
偶
然
的
で
一
時
的
な
圧
力
か
ら
形
式
と
方
向
と
を
と
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
よ
い
意
味
で
あ
れ

悪
い
意
味
で
あ
れ
彼
は
〈
民
衆
政
治
家
〉
と
ま
で
な
る
。
〈
変
身
〉

し
た
彼
は
自
由
党
の
大
立
物
と
な
り
、
自
由
主
義
の
旗
印
と
な
っ
た
。

一
年
、
「
一
九
世
紀
の
中
葉
以
来
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
の
歴
史
に
お
い
て
二
人
の

(
臼
)

名
前
が
際
立
っ
て
存
在
す
る
。
行
動
の
世
界
に
お
け
る
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
と
思
想
の
世
界
に
お
け
る
ミ
ル
の
姿
で
あ
る
」
と
書
き
、
二
人
に
つ

新
自
由
主
義
者
の
ホ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
は
彼
の
死
後
の
一
九
一

い
て
一
章
を
説
け
て
い
る
。

ウイッグの衰退と終駕(1 ) 

ウ
イ
ッ
グ
は
三

0
年
代
改
革
を
進
め
、

一
時
期
を
除
き
、
保
守
党
に
優
越
す
る
地
位
を
占
め
続
け
た
が
、
保
守
党
と
て
改
革
に
消
極
的
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二

0
年
代
ト

l
リ
i
は
諸
々
の
自
由
主
義
的
改
革
を
進
め
た
し
、
ピ

l
ル
は
三

0
年
代
ウ
イ
ッ
グ
の
改
革
に
協
力

的
で
あ
っ
た
し
、
政
権
末
期
生
気
を
失
っ
た
ウ
イ
ッ
グ
内
閣
に
代
っ
た
ピ

l
ル
内
閣
は
四

0
年
代
改
革
を
積
極
的
に
進
め
た
。
ピ

l
ル
は
政

権
を
離
れ
て
後
も
、
退
嬰
的
な
保
守
党
と
対
立
し
、
却
っ
て
ウ
イ
ッ
グ
内
閣
を
支
持
さ
え
し
た
。
ピ

l
ル
と
共
に
保
守
党
を
去
っ
た
ピ

l
ル

派
は
自
由
主
義
的
で
あ
り
、

し
ば
し
ば
〈
自
由
主
義
的
保
守
主
義
者
〉

Zσ

ミ
と
の

g月
ミ
在
〈
巾
と
い
わ
れ
る
。
ウ
イ
ッ
グ
が
世
紀
半
ば
優
位

に
立
ち
、
〈
政
権
党
〉
に
な
り
え
た
の
は
、
彼
ら
と
連
合
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
ピ

l
ル
派
(
保
守
党
議
員
の
、
当
初
三
分
の
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一
ほ
ど
)

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
じ
め
す
ぐ
れ
た
政
治
家
が
多
く
、
ピ

l
ル
派
の
分
離
後
残
さ
れ
た
保
守
党
は
〈
士
官
な
き
兵
隊
〉
(
デ

'」+品、

t
l
 

ィ
ズ
レ
リ
)

一
八
五
二
年
二
月
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
が
で
き
た
時
、
閣
僚
二
二
名
中
閣
僚
経
験
者
は
わ
ず
か
三
名

の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

言命

に
す
ぎ
な
か
っ
た
(
保
守
党
の
大
長
老
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
は
そ
の
人
達
を
お
お
方
知
ら
ず
、
上
院
で
首
相
に
「
誰
、
誰
、
誰
」
と
尋
ね
た
た
め
、

〈
誰
々
内
閣
》
と
皮
肉
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
担
)
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
が
始
め
て
入
閣
(
蔵
相
)
し
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
保
守
党
の
議
員
た
ち

は
〈
兵
隊
〉
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
大
部
分
反
動
的
で
あ
り
、
保
護
貿
易
に
依
然
固
執
し
て
い
た
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
は
別
で
あ
っ
た
。
彼
は
穀

物
法
廃
止
の
時
ピ

1
ル
を
「
裏
切
り
者
」
と
呼
ぴ
、
ピ

l
ル
を
政
権
の
座
か
ら
ひ
き
ず
り
お
ろ
し
た
当
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
早
々
に
保

護
貿
易
の
立
場
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
公
け
に
言
わ
な
い
よ
う
に
と
彼
を
た
し
な
め
た
ダ
ー
ビ
ー
も
、
首
相
に
な
る
頃
に
は
自

由
貿
易
に
改
宗
し
て
い
た
。
〈
変
節
〉
は
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。
彼
が
並
の
〈
地
方
地
主
の
保
守
党
〉
の
政
治
家
と
区
別
さ
れ
、

〈
急
進
的
保
守
主
義
者
〉
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
彼
の
言
説
が
ど
こ
ま
で
本
心
で
、
ど
こ
か
ら
戦
術
で
あ
る
か
は
容
易
に
判
断
し
難
い
。

と
は
い
え
や
は
り
、
彼
の
自
由
主
義
的
側
面
が
(
|
た
と
え
戦
術
的
要
素
が
あ
る
と
し
て
も
|
重
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
え
ま
い
。
ダ

ー
ピ

l
の
息
子
の
ス
タ
ン
レ

l

て
い
話
(
一
八
五
九
年
)
。

(
保
守
党
の
ホ

l
プ
)
に
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
!
の
補
欠
選
挙
に
立
候
補
す
べ
き
こ
と
を
す
す
め
、
こ
う
い
っ

そ
こ
は
ま
だ
子
供
の
学
校
で
し
ょ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
新
し
い
学
校
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
古
き
ウ
イ
ッ
グ
に
よ
る
自
由
主
義
の
独
占
が

時
代
お
く
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
公
的
で
全
国
的
な
宣
言
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
:
・
わ
れ
わ
れ
の
立
場
は
こ
う
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
実
り
の
な
い

単
な
る
自
由
主
義
者
の
意
見
に
対
し
て
、
本
質
的
に
プ
ラ
ク
テ
イ
カ
ル
で
あ
る
進
歩
を
代
表
す
る
と
。

し
か
し
そ
の
自
由
主
義
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
が
指
導
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
ス
タ
ン
レ

l

(
臼
)

の
手
紙
の
中
で
こ
う
い
う
。
「
現
在
、
下
院
の
保
守
党
の
リ
ー
ダ
ー
の
課
題
は
こ
の
国
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
体
制
を
堅
持
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
唯
一
の
問
題
点
で
す
」
と
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
伝
記
を
書
い
た
ブ
レ
イ
ク
卿
に
よ
れ
ば
)
、
こ
の
言
葉
こ
そ
、
じ
後
の
彼
の

(後、

ダ
ー
ビ
ー
卿
)
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政
策
の
中
心
を
な
し
、
人
々
を
惑
わ
せ
る
よ
う
な
政
策
の
あ
の
右
余
曲
折
を
通
じ
、

一
貫
し
て
持
続
す
る
深
い
確
信
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

レ
イ
ク
卿
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
の
は
、
そ
の
言
葉
か
ら
直
ち
に
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
大
貴
族
の
一
門
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
大
貴
族
た
ち
は
概
し
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
っ
て
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
そ
れ
と
は
違
っ
た
地
方
的
な

ロ
ー
ド
・
ル
テ
ナ
ン
ト

郷
紳
た
ち
で
あ
る
。
地
方
社
会
の
頂
点
に
は
大
貴
族
の
州
総
監
が
い
る
が
、
彼
ら
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
〈
尊
厳
的
V

存
在
の
下
に

お
り
、
現
に
、
治
安
判
事
と
し
て
裁
判
を
行
い
、
救
貧
行
政
、

一
般
的
に
州
の
行
政
を
担
当
し
、
住
民
の
福
祉
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
よ
う

な
人
た
ち
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
卿
の
い
う
「
地
方
憲
法
」
丹
巾
「
『

5
コ出
-
gロ
印
門

F
E
E
S
を
支
え
る
堅
固
な
地
主
家
族
、
「
イ
ギ
リ
ス
・
ジ
エ
ン

(
問
)

ト
ル
マ
ン
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
自
身
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ

i
の
村
に
土
地
を
買
い
、
館
を
建
て
、
地
方
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に

な
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
リ

l
は
彼
の
小
説
『
コ
ニ
ン
グ
ズ
ピ

l
』

で
は
、
貴
族
に
批
判
的
と
さ
え
な
る
。
そ
こ
で
は
、
貴
族
は
、
無
責
任
で
、

一
八
四
三
年
選
挙
戦
で
は
こ
う
演
説
す
る
。

自
己
中
心
的
で
、

強
欲
な
寡
頭
支
配
を
行
う
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

紳
士
諸
君
、
私
が
土
地
勢
力
の
優
位
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
一
と
き
も
忘
れ
て
も
ら
い
た
く
な
い
の
は
、
単
に
〈
上
層
の
卿
紳
た
ち
〉
の
優
位

を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
思
い
は
、
領
主
の
塔
ゃ
、
バ
ロ
ン
た
ち
の
ホ

l
ル
を
越
え
て
と
ぶ
の
で
す
。
こ
の
言
葉
を

思
う
と
き
、
私
は
・
:
村
落
の
数
知
れ
ぬ
人
々
、
田
舎
町
の
群
な
す
人
々
が
目
に
浮
か
ぶ
の
で
す
0

・
:
教
会
の
大
き
な
土
地
も
意
味
し
ま
し
ょ
う
。

ウイッグの衰退と終駕(1)

デ
ィ
ズ
レ
リ

l
が
目
を
向
け
る
の
は
、
貴
族
よ
り
は
卿
紳
、

さ
ら
に
は
、
卿
紳
を
中
心
に
、

そ
の
近
く
に
い
る
国
教
会
の
牧
師
や
、
彼
ら
を

と
り
ま
く
農
村
や
近
辺
の
町
の
人
た
ち
、

ス
カ
イ
ア
ラ

l
キ
ー
で
あ
っ
た
。

保
守
党
が
卿
紳
た
ち
の
政
党
と
い
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
田
舎
や
小
さ
い
町
の
政
党
と
い
う
べ
き
か
は
と
も
か
倍
、
卿
紳
層
を
中
心
に
、

田
舎
や
小
さ
い
町
を
地
盤
と
す
る
政
党
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
保
守
党
の
上
層
を
な
す
も
の
が
貴
族
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
ニ
ュ

l
カ
l
ス
ル
公
や
ノ
ザ
ン
パ
ラ
ン
ド
公
は
大
貴
族
で
あ
る
。
が
、

ウ
イ
ッ
グ

(
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
)
が
そ
の
本
来

の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
|
|
上
掲
表
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
保
守
党
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
小
さ
い
パ
ラ
ー
で
も
か
な
り
の
議
席
を
も
つ
こ
と フ
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説ー珪為
日間

小さいパラーの投票

1880 1874 1868 

Con Lib Con Lib Con Lib 人口

1万人以下

1万一 2万

27 

s
q

一
司
-

1
i
-
a
n
z
 

p
h
u
-
4
4
A
 

a
q

一
7
・

27 34 

37 23 

57 57 

20 29 

43 21 

68 50 

25 

に
も
現
れ
て
い
る
|
|
の
外
に
、
都
市
の
中
産
階
級
や
職
人
の
支
持
を
う
け
、

ノ
ン
コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス

ト
と
同
盟
し
、
自
由
党
を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
保
守
党
は
、
貴
族
を
頂
点
に
す
る
も
の
の
、
こ

う
し
た
卿
紳
層
や
ス
カ
イ
ア
ラ

l
キ
ー
に
よ
り
多
く
依
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
保
守
党
は
、
州
と
、

小
さ
い
パ
ラ
!
と
で
強
い
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
が
指
導
し
た
の
は
、
こ
う
い
う
所
か
ら
選
ば
れ
て
き
た
議
員

た
ち
で
あ
り
、
「
兵
隊
」
で
あ
っ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
リ
が
保
守
党
の
基
盤
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
ス
カ
イ
ア
ラ

1
キ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

他
方
の
卿
紳
層
の
方
が
彼
を
信
頼
し
て
い
た
か
と
な
る
と
、
話
は
別
で
あ
る
。

や
が
て
保
守
党
党
首
と

し
て
彼
の
後
を
継
ぎ
、
首
相
に
も
な
る
セ
シ
ル
卿
(
ソ

l
ル
ス
ベ
リ
)

は
、
雑
誌
の
中
で
彼
を
痛
烈
に

批
判
し
な
が
ら
、
自
分
は
卿
紳
た
ち
す
べ
て
の
者
が
「
彼
に
つ
い
て
内
輪
で
は
い
う
が
、
公
け
に
は
言

お
う
と
し
な
い
こ
と
を
た
だ
い
っ
て
い
る
だ
け
」
で
、
彼
に
と
っ
て
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
は
保
守
党
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

デ
ィ
ズ
レ
リ
を
痛
烈

に
批
判
し
た
セ
シ
ル
の
「
保
守
主
義
は
非
の
打
ち
所
の
な
い
も
の
」
で
あ
っ
た
ろ
切
。
が
、
デ
ィ
ズ
レ

Hanham， op. cit.， p. 39. 

リ
ー
は
保
守
党
に
不
可
欠
の
人
材
で
あ
っ
た
。
「
こ
の
党
は
デ
ィ
ズ
レ
リ
を
愛
し
て
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
彼
な
し
で
や
っ
て
行
く
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
的
」
。

一
九
世
紀
ウ
イ
ッ
グ
と
ト

l
リ
l
は
入
れ
か
わ
り
な
が
ら
政
権
を
担
当
し
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
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二
大
政
党
が
交
互
に
政
権
を
担
当
し
、
相
対
立
す
る
政
策
を
実
行
す
る
、

と
い
う
観
念
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

一
八
三

O
年
ま

で
は
、
政
権
を
担
当
し
た
の
は
圧
倒
的
に
ト

l
リ
ー
で
あ
る
。

一
八
三

O
年
以
後
、
少
な
く
と
も
一
八
七
四
年
ま
で
は
政
権
担
当
の
期
間
は

ウ
イ
ァ
グ
l
自
由
党
の
方
が
ず
っ
と
長
い
。
ト

l
リ
ー
が
政
権
を
と
っ
た
の
は
、

一
八
四
一

l
四
六
年
、

一
八
五
二

一
八
三
四
三
五
年
、

年

一
八
五
八
五
九
年
、

そ
の
政
権
担
当
は
短
期
間
の
少
数
党
内
閣
で
あ
っ
た
。

一
八
六
六
l
六
八
年
で
あ
り
、

し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
は
、
ウ
イ
ソ
グ
l
急
進
自
由
主
義
者
l
ピ

l
ル
派
の
連
合
政
権
で
あ
り
、
こ
の
連
合
勢
力
が
実
権
を
失
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

こ
の
連
合
政
権
は
、
保
守
党
政
権
が
自
分
た
ち
の
政
策
と
相
対
立
す
る
政
策
を
実
行
し
、
自
分
た
ち
に
重
大
な
挑
戦
を
な
す
政
党
で
あ
る
な

ど
と
は
考
え
た
こ
と
は
な
く
、

せ
い
ぜ
い
時
た
ま
自
分
た
ち
の
政
策
を
妨
害
す
る
〈
暫
定
〉
内
閣
と
ぐ
ら
い
に
し
か
み
な
か
っ
た
。
保
守
党

が
ー
ー
ー
一
二
三
年
間
で
|
!
最
初
の
実
質
的
勝
利
を
え
た
の
は
一
八
七
四
年
の
選
挙
に
よ
っ
て
で
あ
っ
て
、

一
九
世
紀
半
ば
は
ウ
イ
ッ
グ
l
自

由
党
が
優
位
し
た
時
代
で
あ
り
、
二
大
政
党
聞
に
〈
振
子
の
原
理
〉
が
妥
当
し
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
原
理
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

デ
ィ
ズ
レ
リ

l
の
保
守
党
政
権
が
で
き
た
一
八
七
四
年
、
あ
る
い
は
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
前
の
選
挙
で
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
自
由
党
政
権
が
第
一

次
内
閣
を
つ
く
っ
た
一
八
六
八
年
か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
に
〈
振
子
〉

の
観
念
が
生
ま
れ
る
の
は
世
紀
末
で
あ
る
。

ウ
イ
ッ
グ
と
ト

l
リ
l
の
伝
統
的
な
対
立
感
情
や
し
こ
り
は
決
し
て
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、

ま
だ
脈
々
と
流
れ
て
い
た
。
ピ

l
ル
の
〈
裏

ウイッグの衰退と終駕(1)

切
り
〉
に
対
す
る
ト

l
リ
l
内
の
反
感
は
根
深
い
。
彼
は
二

0
年
代
末
カ
ト
リ
y

ク
解
放
で
ト

l
リ
l
を
裏
切
り

(
選
挙
法
改
正
へ
の
彼
の

反
対
に
は
、
こ
こ
か
ら
く
る
後
め
た
さ
が
働
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
て

ま
た
彼
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
下
で
の
ト

l
リ
l
の
改
革
(
タ

ム
ワ

1
ス
綱
領
に
現
わ
れ
る
)
後
、
再
び
穀
物
法
廃
止
で
裏
切
っ
た
と
さ
れ
、
後
の
場
合
に
は
党
首
で
あ
り
な
が
ら
、
党
を
離
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
彼
に
対
す
る
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
激
し
い
攻
撃
も
こ
こ
に
あ
り
、
彼
の
攻
撃
が
多
く
の
ト

l
リ
i
に
う
け
い
れ
ら
れ
た
の
も
こ

こ
に
あ
っ
た
ろ
う
。

ア
リ
ス
ト
ラ
ラ
シ

l
の
一
門
が
代
々
同
じ
政
党
に
属
す
る
こ
と
は
〈
当
然
〉
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
政
党
を
変
え
る
の
は

例
外
で
あ
り
、
ま
さ
に
裏
切
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
古
く
か
ら
の
貴
族
に
は
特
に
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
一
門
は
互
に
対
立
関
係
に
あ
り
、
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説

伝
統
的
対
立
を
承
継
い
だ
。

一
九
世
紀
前
半
に
は
こ
の
対
立
感
情
は
根
強
か
っ
た
し
、
後
半
で
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
政
党
の
違
う
貴
族
は

互
い
に
婚
姻
関
係
を
結
ば
な
い
と
い
う
。
「
こ
の
政
治
的
な
憎
し
み
の
強
さ
、
国
呉
撃
さ
、
深
さ
は
、

論

そ
れ
ら
が
退
化
し
た
わ
れ
わ
れ
の
時
代

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ト

l
リ
l
は
生
ま
れ
つ
き
の
悪

の
信
念
の
な
ま
ぬ
る
さ
を
恥
ず
か
し
い
も
の
と
さ
せ
る
」

(
G
-
w
・
E
・
ラ
ッ
セ
ル
)

そ
れ
と
も
生
れ
て
か
ら
悪
く
な
っ
た
の
で
す
か
、
と
い
う
娘
の
問
い
に
、
ウ
イ
ッ
グ
の
母
親
は
「
生
れ
つ
き
悪
者
な
の
で

す
が
、
大
き
く
な
り
一
層
悪
く
な
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
縁
組
も
嫌
う
。
五
代
目
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
が
ゴ
ー
ド
ン
家

者
な
の
で
す
か
、

の
者
と
の
縁
組
を
進
め
て
い
る
時
、
デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
公
夫
人
は
メ
ル
ボ

l
ン
伯
夫
人
に
手
紙
で
「
彼
は
毎
朝
野
に
出
る
し
、

マ
ン
チ
ェ
ス

タ

l
で
パ
イ
プ
を
く
ゆ
ら
す
、
:
・
」
と
い
っ
て
、
反
対
し
た
。

一
世
代
後
の
ウ
イ
ッ
グ
、

サ

1
・
F
・
ラ
ム
は
ク

1
パ

I
(永
の
姪
が
ア
シ
ュ

レ
l
卿
(
博
愛
主
義
者
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
卿
)

と
結
婚
す
る
の
に
反
対
し
、
「
気
の
毒
な
ミ
ン
は
こ
う
い
う
運
命
に
陥
る
の
に
い
っ
た
い
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
と
い
う
の
か
、
皆
に
嫌
わ
れ
、
気
狂
い
だ
と
噂
さ
れ
て
い
る
家
族
、
感
情
や
意
見
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の

者
と
全
く
反
対
で
あ
る
あ
の
家
族
と
結
ぼ
れ
る
と
は
」
。
ウ
イ
y

グ
の
人
た
ち
は
常
に
自
分
た
ち
の
方
が
ト

l
リ
l
の
者
よ
り
も
よ
り
才
気

ト
l
リ
l
を
ば
か
に
し
て
い
た
。
対
立
の
根
は
古
く
、
古
い
一
門
ほ
ど
激
し
い
対
立
と
抗
争
の
思
い
出
を
も
っ
て
い
た
。

が
あ
る
と
信
じ
、

一
七
世
紀
の
革
命
と
ス
チ
ュ
ア

l
ト
朝
の
迫
害
、

ハ
ノ

l
パ
l
王
朝
の
最
初
の
二
代
の
王
の
治
下
の
ト

l
リ
l
の
孤
立
、

そ
こ
か
ら
く
る
蔑

視
と
恨
み
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
治
下
の
ウ
イ
ッ
グ
の
孤
立
化
と
、
ピ
ッ
ト
の
民
衆
抑
圧
に
対
す
る
反
対
。
こ
う
し
た
過
去
の
経
験
は
|
|
ネ
ミ

ア
l
学
派
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
持
続
し

|
l
一
九
世
紀
に
お
い
て
も
消
え
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
対
立
と
抗
争
は
、
門
間
聞
の
対

立
と
抗
争
を
こ
え
て
も
広
が
る
。
ウ
イ
ッ
グ
の
四
代
目
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
伯
が
リ

l
ズ
の
都
市
自
由
党
と
争
い
、
利
害
も
ま
た
心
情
的

に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
の
多
く
な
っ
た
ト

l
リ
!
と
組
も
う
と
し
た
と
き
、
伯
は
友
人
か
ら
強
く
た
し
な
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
出
。

門
閥
や
政
党
問
に
激
し
い
対
立
感
情
が
あ
る
、

と
し
て
も
、

そ
の
こ
と
と
、
政
策
に
お
け
る
対
立
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
政
党
間

の
対
立
は
時
に
深
い
忠
誠
心
に
根
ざ
し
、

一
定
の
原
則
に
色
ど
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
政
策
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
政
党
問
で
一
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貫
し
て
対
立
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

一
方
の
政
党
の
政
策
を
他
方
の
政
党
の
一
部
が
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
常
に
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
穀
物
法
廃
止
は
そ
の
典
型
的
な
、
そ
の
最
も
極
端
な
例
で
あ
っ
た
。
保
守
党
の
三
分
の
一
を
占
め
る
議
員
(
ピ

l
ル
派
)
は
、

廃
止
に
ふ
み
切
っ
て
い
た
ウ
イ
ッ
グ
と
と
も
に
、
党
を
割
っ
て
ま
で
廃
止
を
強
行
し
た
。
結
果
は
保
守
党
の
分
裂
で
あ
る
。
穀
物
法
問
題
は

そ
の
後
も
何
年
か
尾
を
ひ
く
。
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
の
下
、
穀
物
法
の
復
活
が
提
案
さ
れ
る
が
、

一
八
五
二
年
採
決
に
お
い
て

(
一
二
三
ム
ハ

対
二
五
六
、
四
五
人
対
五
二
で
二
回
と
も
)
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
四

0
年
代
激
し
い
対
立
を
生
じ
さ
せ
た
争
点
は
こ
こ
で
消
滅
し
た
と

い
っ
て
よ
く
、
自
由
貿
易
に
つ
い
て
の
大
論
争
は
終
っ
た
。
ウ
イ
ッ
グ
と
ト

l
リ
l
の
伝
統
的
対
立
の
感
情
が
ど
の
よ
う
に
激
し
い
も
の
で

あ
れ
、

ま
た
そ
こ
に
は
原
理
的
対
立
が
あ
っ
て
も
、
自
由
党
と
保
守
党
の
対
立
は
、
少
な
く
と
も
政
策
に
関
す
る
限
り
、

一
八
五
六
年
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
こ
う
い
っ
て
い
針
。

そ
れ
ほ
ど
違
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
世
は
パ

l
ン
ズ
の
「
均
衡
の
時
代
」
で
あ
る
。

二
つ
の
政
党
の
聞
の
距
離
は
あ
り
余
る
ば
か
り
に
多
く
の
問
題
の
実
際
的
な
解
決
に
よ
っ
て
大
い
に
狭
ま
っ
た
。
ポ
ー
ル
モ

l
ル
か
ら
パ

l
ク
の

方
に
目
を
向
け
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
ク
ラ
ブ
と
カ

l
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
の
問
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
壮
大
な
建
物
が
そ
れ
ぞ
れ
他
方
の
窓
の
中
に
映
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
相
互
間
の
紛
れ
も
な
い
対
立
の
中
で
つ
く
り
出
さ
れ
る
相
互
的
な
像
の
反
映
は

l
|
人
そ
れ
ぞ
れ
の
気
質
に
よ
っ
て

恐
れ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、
ま
た
楽
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
が

l
t
良
心
と
知
性
と
を
も
っ
て
時
代
の
歴
史
を
読
み
と
る
と

き
そ
の
意
味
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
一
種
の
宙
開
話
を
な
す
。

ウイッグの衰退と終駕(1)

ピ

l
ル
派
と
し
て
保
守
党
か
ら
離
れ
、

し
か
も
自
由
党
に
所
属
し
き
れ
な
い
で
い
る
当
時
の
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
動
揺
、
〈
戦
略
的
〉
に
は
自

由
主
義
的
な
方
向
を
と
る
こ
と
に
心
を
固
め
な
が
ら
、
〈
戦
術
的
〉
な
考
慮
に
お
い
て
、
自
由
党
に
入
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
保
守
党
に
戻

る
べ
き
か
を
決
め
か
ね
て
い
る
彼
の
動
揺
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
政
党
問
の
距
離
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

「
自
由
党
と
の
最
後
的
な
実
際
の
合
同
に
恐
ら
く
行
き
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
な
行
動
が
な
さ
れ
た
」
一
八
五
二
年
に
お
け
る
よ
う
に
、
自
由

党
と
の
協
力
関
係
へ
の
傾
向
が
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
ま
た
、
一
八
四
六
年
後
の
段
階
で
相
互
の
協
力
を
あ
り
え
な
い
も
の
と
さ
せ
る
財
政
的
見
解

を
保
守
党
が
放
棄
し
た
よ
う
に
思
え
た
た
め
に
、
保
守
党
員
の
多
く
と
再
結
合
す
る
気
持
ち
も
あ
っ
目
。
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説

政
策
に
お
け
る
政
党
聞
の
共
通
性
と
交
錯
を
示
す
最
も
よ
い
も
う
一
人
の
人
物
は
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
ー
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
政
党
政
治
の
〈
便

宜
性
V

の
観
点
か
ら
有
利
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
敵
の
政
策
を
も
遠
慮
な
く
と
り
あ
げ
、
必
要
と
み
れ
ば
、
以
前
の
政
策
を
遠
慮
な
く
捨
て
る
。

自命

ピ

l
ル
の
背
信
を
痛
烈
に
批
判
し
た
そ
の
彼
は
、
穀
物
法
が
廃
止
さ
れ
て
、
二
、
三
年
後
、
廃
止
の
立
場
に
変
っ
た
。

一
八
六
七
年
彼
に
よ

っ
て
実
行
さ
れ
た
選
挙
法
改
正
の
時
の
彼
の
対
応
は
ま
さ
に
離
れ
業
で
あ
り
、

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
を
も
驚
ろ
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
と
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
対
立
ほ
ど
奇
妙
な
も
の
は
あ
る
ま
い
。
二
人
は
互
に
憎
し
み
合
う
ほ
ど
感
情
的
に
1

1

性
格
的
に
も

l

し
な
が
ら
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
に
対
す
る
対
抗
と
憎
し
み
か
ら
、
そ
の
「
ピ

l

ー
対
立
し
た
。

一
た
ん
自
由
党
総
裁
を
引
退
(
一
八
七
五
年
)

コ
ン
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
主
義
」
に
戦
い
を
宣
し
、
政
界
に
復
帰
す
る
、
が
、

デ
ィ
ズ
レ
リ
の
政
策
を
覆
え
す
こ
と
を
せ
ず
、
受
継
い
だ
の
で
あ

る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
波
に
対
す
る
こ
人
の
対
抗
、
第
二
次
選
挙
法
改
正
に
お
け
る
二
人
の
対
応
は
こ
の
奇
妙
さ
の
極
と
い
え
る
。
相
争
う

二
人
が
互
に
相
争
う
が
ゆ
え
に
、
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
競
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
二
人
と
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
進
展

を
嫌
っ
て
い
な
が
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
多
か
れ
少
な
か
れ
ウ
イ
ッ
グ
と
保
守
党
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

ウ
イ
ッ
グ

(
自
由
党
内
急
進
派

は
別
だ
が
)

も
保
守
党
も
、
大
部
分
の
者
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
!
の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
を
削
く
も
の
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
恐
れ
、
こ
れ
を

封
じ
こ
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
自
由
党
内
で
は
、

ロ
ウ
た
ち
ア
ダ
ラ
マ
イ
ト
が
、
保
守
党
内
で
は
ク
ラ
ン
ボ

l
ン

(
後
ソ

l
ル
ス
ベ
リ
卿
)

が
そ
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
党
は
、
民
衆
の
支
持
を
広
げ
る
た
め
に
、
競
っ
て
、
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
て
し
ま
う
。

こ
の
対
応
の
重
要
な
動
機
は
〈
競
り
〉
で
あ
り
、
そ
の
結
果
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
化
と
い
う
同
じ
方
向
へ
の
〈
共
動
〉
で
あ
る
。
ロ
ウ
に
よ
れ
郎
、

一
八
六
六
、
七
年
の
選
挙
法
改
正
は
、
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
と
は
違
い
、
必
要
で
も
な
く
必
然
性
も
な
い
。
「
下
院
は
イ
ギ
リ
ス
の
み
な

ら
ず
全
世
界
を
通
じ
て
、

か
つ
て
存
在
し
た
い
か
な
る
会
議
体
よ
り
は
る
か
に
優
れ
た
地
位
を
占
め
て
い
る
」

要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
フ
ォ
ロ
ウ
し
た
あ
る
著
者
は
こ
う
い
っ
て
い
刻
。

の
に
、

な
に
ゆ
え
変
え
る
必

一
八
六
七
年
の
改
革
法
案
は
両
院
の
議
員
の
大
多
数
が
あ
え
て
そ
れ
を
投
げ
だ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
残
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を
欲
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し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を
好
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
か
、
そ
れ
を
恐
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
れ
を
通
過
さ
せ
た
。

第
二
次
選
挙
法
改
正
の
時
期
議
員
の
大
多
数
は
始
め
て
事
を
何
と
か
落
着
さ
せ
る
必
要
を
至
上
の
事
と
感
じ
た
。

ロ
ウ
に
い
わ
せ
れ
ば
、
寸
あ
な
た
方
は
こ
の
法
案
を
通
し
た
と
き
、
あ
な
た
方
は
何
が
し
か
の
こ
と
を
落
着
さ
せ
た
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
あ
な
た
方
が
な
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
事
を
不
安
定
な
状
態
に
し
て
し
ま
う
こ
と
な
の
で
す
」
と
。

労
働
階
級
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
け
れ
ば
、
議
員
た
ち
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
化
の
た
め
事
を
落
着
さ
せ
よ
う
と
の
迫
ら
れ
た
意
識
に
な

S
-
f

、

サ

ム

カ

ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
八
六
六
年
ダ
ー
ビ
ー
保
守
党
内
閣
が
で
き
て
す
ぐ
に
起
こ
っ
た
七
月
の
ハ
イ
ド
パ

l
ク
の
出
来
事
ゃ
、
同

年
八
、
九
月
の
労
働
者
の
巨
大
な
示
威
行
進
は
確
か
に
新
保
守
党
政
権
に
、
ま
た
自
由
党
に
も
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
に
違
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
運
動
に
加
わ
っ
た
労
働
者
数
の
膨
大
さ
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
運
動
に
お
け
る
規
律
と
秩
序
と
は
、
支
配
層
に
〈
拒
否
の
口
実
〉

を
与
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ブ
ラ
イ
ト
は
脅
か
し
を
こ
め
て
こ
う
い
う
。

こ
れ
ら
の
集
会
は
、
意
見
の
示
威
の
た
め
の
集
会
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
お
っ
し
ゃ
り
た
け
れ
ば
:
・
力
の
示
威
の
た
め
の
、
今
の
と
こ
ろ
は
意
見

の
示
威
の
た
め
の
た
が
、
意
見
の
示
威
が
軽
視
さ
れ
無
視
さ
れ
る
な
ら
、
他
の
種
類
の
力
の
示
威
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
(
九
月
二

五
日
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
)

ウイッグの衰退と終駕(1)

ブ
ラ
イ
ト
は
一
八
四
八
年
選
挙
法
の
一
一
層
の
改
革
が
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
の
権
力
を
打
破
る
鍵
で
あ
る
と
す
る
。
彼
ら
の
権
力
は
「
中
産
階

級
を
お
ど
し
屈
服
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
:
:
:
わ
れ
わ
れ
と
こ
の
支
配
層
と
は
喰
う
か
喰
わ
れ
る
か
だ
」
と
い
う
。
彼
は
蘇
っ
た
議
会
改

革
運
動
に
期
待
し
て
こ
う
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
支
配
層
の
選
挙
法
改
革
の
動
き
に
、
労
働
階
級
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
決
定
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
な
る
と
、
疑
問
が
残
り
、

検
討
の
余
地
が
で
て
く
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
は
政
治
の
世
界
に
お
い
て
な
お
大
き
な
権
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
彼
ら
は
民
衆
の
動
き
か
ら
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
つ
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
が
左
右
さ
れ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
い
。
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説

実
際
、
ハ
門

選
挙
法
改
革
へ
の
急
進
的
な
動
き
は
、

か
な
り
前
か
ら
、
第
一
次
選
挙
法
改
正
時
か
ら
あ
っ
た
が
、

そ
の
動
き
は
支
配
層
に
よ

っ
て
抑
え
ら
れ
続
け
て
き
た
。
口

支
配
層
の
中
に
も
よ
り
広
範
な
選
挙
権
授
与
の
動
き
が
あ
り
、
第
二
次
選
挙
改
正
は
こ
の
動
き
の
延
長

論

線
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
日

改
正
に
当
り
、
支
配
層
は
労
働
者
の
票
が
全
体
の
半
数
に
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
配
慮
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
支
配
層
の
改
革
へ
の
動
き
が
民
衆
の
急
進
的
な
動
き
へ
の
単
な
る
消
極
的
な
譲
歩
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
こ
れ
を
検

討
し
よ
う
。

議
会
改
革
運
動
は
第
一
次
選
挙
法
改
正
当
時
か
ら
既
に
あ
っ
た
。
当
時
、
労
働
者
は
一
般
的
に
い
え
ば
有
権
者
の
範
囲
に
含
ま
れ
ず
、
彼

ら
は
そ
こ
か
ら
閉
め
出
さ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
も
ち
、
選
挙
法
改
革
運
動
に
加
わ
っ
て
き
た
労
働
者
や
民
衆
、
特
に
急
進
主
義
者
か
ら
か
な

り
の
反
接
が
あ
っ
た
、

そ
の
欠
陥
が
、
議
会
を
ば
、
貧
困
層
よ
り
上
で

あ
る
と
し
て
も
一

0
ポ
ン
ド
資
格
に
達
し
な
い
人
々
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
(
以
前
は
一

0
ポ
ン
ド
と

ピ
l
ル
さ
え
、

一
八
ご
二
年
三
月
ラ
ッ
セ
ル
が
法
案
を
説
明
し
た
時
、

そ
れ
に
反
対
し
、

い
う
画
一
的
な
基
準
で
な
く
、
各
パ
ラ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
有
権
者
資
格
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
多
分
に
労
働
者
が
含
ま
れ
て
い
た
)
。
改
正

に
よ
っ
て
国
民
は
一

0
ポ
ン
ド
と
い
う
線
で
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

八
年
か
ら
生
れ
盛
ん
と
な
る
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム

一
八
三
七
、

運
動
は
こ
れ
に
対
す
る
反
援
の
激
し
さ
を
示
そ
う
。
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
運
動
の
根
は
確
か
に
様
々
で
あ
る
。
経
済
的
要
因
、
産
業
化
、
好
不
況
、

労
働
組
合
に
対
す
る
抑
圧
な
ど
の
要
因
に
根
が
あ
ろ
う
し
、
ま
た
新
救
貧
制
度
に
対
す
る
反
擁
と
い
う
要
因
に
根
ざ
す
も
の
が
あ
ろ
う
。
が
、

そ
こ
に
は
第
一
次
選
挙
法
改
革
以
前
か
ら
も
あ
っ
た
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
強
く
働
い
て
い
る
。
ラ
ヴ
エ

y
ト
や
ロ
ン
ド
ン
労
働
者
協
会

の
政
治
的
急
進
主
義
は
そ
の
典
型
的
な
現
れ
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
は
都
市
政
治
・
行
政
に
も
あ
る
て
い
度
は
位
置
を
占
め
え
前
(
リ

1
ズ
の
例
)

0

「リ

1
ズ
の
都
市
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
は
現
実
の
地
方
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
訓
練
で
あ
っ
た
」
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム

が
向
う
暴
力
的
傾
向
に
中
産
階
級
の
人
々
は
急
進
主
義
的
な
者
で
あ
っ
て
も
つ
い
て
行
け
ず
、

そ
こ
か
ら
離
れ
、

ま
た
閉
め
出
さ
れ
て
し
ま
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ぅ
。
リ

l
ズ
に
は
一
八
四

O
年
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
、
世
帯
主
選
挙
権
運
動
を
始
め
る
中
産
階
級
の
急
進
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ

も
で
き
る
が
、
そ
の
見
通
し
は
余
り
に
も
甘
す
ぎ
た
。

(〈リ

l

ズ
の
新
し
い
波
〉
と
い
わ
れ
た
リ

i
ズ
議
会
改
革
協
会
)

一
時
は
亜
麻
織
業
の
大
実

業
家
マ
ー
シ
ャ
ル
の
新
工
場
に
、

ク
ロ

l
フ
ォ

l
ト
が
勢
揃
い
し
た
こ
と
が
あ
る

(
一
八
四
一

ヒ
ュ

l
ム、

ロ
l
パ
ッ
夕
、

ト
ン
プ
ソ
ン
、

年
一
月
)
。
し
か
し
の
ち
当
時
を
振
返
え
り
、
『
リ

l
ズ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
』
の
編
集
サ
ム
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
は
「
死
ん
だ
馬
に
鞭
を
当
て
て
、

立
上
り
走
れ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
的
。
ス
タ
ン
ズ
フ
エ
ル
ド
も
、
「
蹟
き
の
石
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
の
誠
実
さ
い
か
ん
だ
」
と
い
、
判
。
《
新
し
い
波
〉
は
衰
退
し
、
代
っ
た
運
動
も
四

0
年
代
半
ば
す
ぎ
ま
で
に
は
無
力
化
し
て
し
ま
う
。

世
紀
半
ば
ブ
ラ
イ
ト
は
選
挙
法
改
革
に
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、

コ
ブ
デ
ン
は
そ
う
で
は
な
く
、
彼
は
ブ
ラ
イ
ト
以
上
に
民
主
主
義
者
で
あ
っ

た
が
、
む
し
ろ
選
挙
法
改
革
に
反
対
で
あ
っ
た
(
こ
の
た
め
二
人
の
関
係
が
さ
め
た
時
が
あ
る
)
。
彼
が
選
挙
法
改
革
に
反
対
で
あ
っ
た
の
は
、

(
叩
)

リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
当
時
の
実
状
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
部
分
の
中
産
階
級
の
改
革

理
論
的
に
で
は
な
く
て
、

主
義
者
が
そ
れ
に
反
対
で
あ
る
と
み
て
い
た
。

ョ
ワ
・
エ
リ
ー
ト
の
典
型
」
と
い
え
る

l
l
改
正
に
反
対
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
う
い
う
。
選
挙
権
の
拡
大
は
、
六
ポ
ン
ド
有
権
者
資
格
へ
の

マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
産
業
界
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
グ
レ
グ
は

1
|
「
多
く
の
都
市
の
ブ
ル
ジ

ウイッグの衰退と終駕(1)

ま
た
労
働
者
は
投
票
に
不
適
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
改
革
は
国
家
や
社
会
体
制

と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
一
八
四
八
年
コ
ブ
デ
ン
に
、
自
分
や
自
分
の
よ
う
な
者
は
「
代
議
制
の
急
進
的
再
編
」
に
同
意

で
あ
っ
て
も
、
中
産
階
級
の
票
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
う
し
、

に
危
険
で
あ
る
、

で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
四
年
後
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
に
も
「
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
自
分
た
ち
を
熱
心
な
改
革
派
と
は
考
え
て
い
ま
す
が
、
徹
底

{
幻
)

し
た
反
民
主
主
義
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
世
紀
半
ば
選
挙
法
改
革
へ
の
熱
情
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ブ
デ
ン
は
世
紀
半
ば
の
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」
う
し
た
雰
囲
気
を
理
解
し
て
い
た
。

一
八
五
一
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
改
革
運
動
の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
イ
ト
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
一
八
五
一
年
一
一
一
月
マ

ン
チ
ェ
ス
タ

l
に
大
会
を
聞
き
、
こ
こ
に
は
ベ
イ
ン
ズ
や
コ
ブ
デ
ン
も
出
席
し
た
し
、
以
前
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
で
あ
っ
た
人
々
も
ひ
き
つ
け
ら



説

れ
た
。

吾"'-
5間

一
八
五
二
年
初
頭
、
グ
ラ
ス
ゴ

l
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
、
リ

l
ズ
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
多
く
の
都
市
で
、
一
八
三
九
年
以
来
し
ば
し
ば
分
裂
し

て
き
た
急
進
勢
力
の
再
統
一
の
経
験
が
あ
っ
た
。
こ
の
発
展
の
典
型
が
リ

i
ズ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
ベ
イ
ン
ズ
、

J
-
G
・
マ
ー
シ
ャ
ル
、

F
-

カ

l
パ
ッ
卜
が
以
前
の
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
、

R
-
M
・
ヵ

l
タ
l
、

w
・
ブ
ル
ッ
ク
、
D
・
グ
リ
ー
ン
と
勢
力
を
合
体
さ
せ
問
。

こ
の
合
体
は
「
六

0
年
代
の
改
革
の
到
来
に
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
」
と
い
う
。
と
は
い
え
、

そ
の
間
改
革
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
た
ち
の
議
会
が
そ
れ
を
進
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
五
五
年
か
ら
一

0
年
間
ほ

ど
首
相
の
座
を
占
め
た
パ

l
マ
l
ス
ト
ン
は
ま
さ
に
選
挙
法
改
正
反
対
の
大
立
物
で
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
間
支
配
層
の
側
に
も
選
挙
法
改
革
の
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
典
型
的
人
物
が
ラ
ッ
セ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
は

既
に
彼
の
最
初
の
内
閣
の
時
の
一
八
五
二
年
、
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
る
べ
く
改
革
法
案
を
提
出
し
た
。
彼
は
一
八
三
二
年
選
挙
法
改
正
の

立
役
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

で
も
あ
る
が
、
当
時
彼
は
選
挙
法
改
革
が
最
終
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
し
、

そ
の
後
議
会
で
そ
れ

を
明
言
し

(
一
八
三
七
年
)
、
〈
最
終
の
ラ
ッ
セ
ル
〉
と
い
う
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
て
お
り
、

一
一
層
の
改
正
を
拒
否
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
は

以
後
一
層
の
改
正
に
踏
み
出
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
急
進
派
の
支
持
を
え
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
彼
ら
の
支
持
を
え
て
、
パ
ー
マ

l
ス

ト
ン
に
競
り
勝
つ
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ
泊
。
何
れ
に
せ
よ
彼
は
経
験
と
実
績
に
基
づ
き
、
自
信
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
一
八
五
二

年
二
月
、
前
年
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
線
に
沿
い
、

パ
ラ
で
の
選
挙
資
格
を
地
方
税
年
五
ポ
ン
ド
相
当
の
家
に
住
む
者
と
し
、
州
で
の
選
挙
資

格
を
同
じ
く
一

0
ポ
ン
ド
相
当
の
家
に
住
む
者
と
す
る
改
正
案
を
提
案
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
前
の
方
は
「
安
全
で
知
的
な
」
階
級
の
者
(
熟

練
職
人
)
に
、
後
の
方
は
陪
審
員
資
格
と
同
じ
者
に
選
挙
権
を
限
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
に
も
ー
ー
や
が
て
後
に
問
題
に
さ
れ
る
|
|

7
7
v
J

ン
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

世
帯
主
で
は
な
い
が
、
直
接
税
を
払
っ
て
い
る
若
い
知
識
層
を
有
権
者
に
す
る
〈
特
例
選
挙
権
〉
案
や
緩
い
議
席
再
配
分
な
ど
を
提
案

し
た
。
こ
の
案
は
最
少
限
の
選
挙
権
の
拡
大
で
あ
り
、
小
さ
い
パ
ラ
の
反
動
的
と
も
い
う
べ
き
強
化
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
に
よ
れ
ば
、

北法43(4・70)564

そ



れ
は
「
改
正
選
挙
法
の
補
足
で
あ
り
、

そ
れ
と
別
の
代
替
案
で
は
な
い
」

の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
案
は
一
方
で
保
守
党
か
ら
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
ピ

1
ル
派
や
ウ
イ
ッ
グ
か
ら
も
反
対
を
う
け
る
。
彼
ら
は
、
選
挙
権
を
職
人
層

に
ま
で
広
げ
る
こ
と
に
、

ま
た
議
席
を
も
た
な
い
町
の
一

0
ポ
ン
ド
居
住
者
に
州
選
挙
権
を
与
え
、
州
有
権
者
の
中
に
町
や
都
市
郊
外
の
人

達
を
加
え
、
州
選
挙
区
で
の
農
民
的
要
素
を
薄
め
る

そ
れ
は
急
進
派

ジ
エ
ン
ト
リ
の
影
響
力
を
削
ぐ
)

」
と
に
反
対
で
あ
っ
た
。
他
方
、

を
も
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
。

J

・
ヒ
ュ

l
ム
に
よ
れ
ば
、

そ
こ
に
は
無
記
名
投
票
案
も
三
年
議
員
任
期
案
も
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
二
、

三
百
万
の
労
働
者
に
な
お
選
挙
権
が
与
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
こ
の
案
は
議
会
で
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
ほ

(
訂
}

ど

で

あ

り

、

廃

案

と

な

っ

担

。

ラ

ッ

セ

ル

は

そ

の

後

も

度

々

一

八

六

六

年

)

改

正

案

を

提

出

し

、

破

れ

た

。

(
一
八
五
四
年
、

一
八
六

O
年、

パ
ー
マ

l
ス
ト
ン
が
選
挙
権
拡
大
に
反
対
で
あ
り
、
彼
の
長
期
政
権
下
選
挙
法
改
正
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
。

一
八
六
五
年
パ

1
マ
l
ス
ト
ン
が
死
去
し
、
改
革
を
間
む
重
し
が
取
除
か
れ
、
ラ
ッ
セ
ル
が
再
び
首
相
と
な
る
と
、
改
革
へ
の
動
き
が
活

発
と
な
る
。
翌
年
彼
は
、
蔵
相
で
下
院
指
導
者
で
も
あ
る
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
に
選
挙
法
改
正
法
案
を
提
出
さ
せ
た
。
新
有
権
者
の
資
格
に
つ
い

て
、
ラ
ァ
セ
ル
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
作
り
、
新
有
権
者
の
範
囲
は
「
質
の
よ
い
労
働
者
」
ま
で
で
あ
る
と
し
が
。

ウイッグの衰退と終駕(1)

〔
年
〕
七
ポ
ン
ド
の
家
賃
は
質
の
よ
い
労
働
者
が
住
居
の
た
め
に
払
い
う
る
公
正
な
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
範
囲
で
新
た
に
加
わ
る
有
権

者
数
が
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
一

0
ポ
ン
ド
世
帯
主
に
加
わ
る
〔
厳
格
に
〕
制
限
さ
れ
た
増
加
分
で
あ
れ
ば
、
労
働
階
級
の
者
に
優
越
し
た
力
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
示
す
だ
け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
事
実
、
あ
る
五
つ
の
パ
ラ
ー
を
除
け
ば
、
中
産
階
級
は
、
職
人

の
中
の
最
良
の
も
の
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
な
お
優
位
し
た
権
力
を
も
つ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

七
ポ
ン
ド
の
家
賃
を
払
う
世
帯
主
を
有
権
者
に
加
え
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
自
由
党
内
で
も
議
論
が
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
ラ

ッ
セ
ル
の
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
当
時
の
議
論
の
在
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
改
正
の
方
向
は
、
〈
民
衆
の
政
治
》
に
改
宗
し
つ
つ
あ
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る
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
、
〈
民
衆
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
〉
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
彼
は
以
前
(
一
八
五
九
年
)
職
人
た
ち
の
要
求
を
無
視
し
、
指
名
選
挙



説

区
と
選
挙
権
の
制
限
的
な
措
置
を
弁
護
し
た
が
、
〈
民
衆
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
〉
に
変
り
つ
つ
あ
る
六

0
年
代
初
め
、
労
働
階
級
の
中
の
最
も
堅

言命

い
わ
ば
職
人
・
熟
練
労
働
者
た
ち
に
は
選
挙
権
を
与
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
彼

も
有
権
者
の
範
囲
に
限
界
を
お
く
こ
と
を
動
か
し
え
な
い
前
提
と
考
え
、
原
案
作
成
に
お
い
て
彼
が
最
も
苦
労
し
た
の
も
こ
の
点
で
あ
っ
た
。

(
叩
}

彼
は
、
提
案
の
年
七
ポ
ン
ド
の
レ
ベ
ル
が
新
し
い
有
権
者
に
は
ご
く
多
額
の
も
の
と
な
ろ
う
と
し
、
こ
う
続
け
る
。
「
七
ポ
ン
ド
の
年
純
賃

実
な
部
分
、

借
料
は
家
具
及
び
修
理
費
の
た
め
の
追
加
費
用
及
び
地
方
税
を
除
い
た
大
ま
か
な
家
賃
の
評
価
で
あ
る
。
:
・
七
ポ
ン
ド
世
帯
主
の
大
ま
か
な

年
住
居
費
は
一
一
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
職
人
が
住
居
費
に
収
入
の
し
ハ
分
の
一
を
あ
て
る
と
す
る
と
、
年
収
は
六
七
ポ
ン
ド
四
シ
リ

ン
グ
、
あ
る
い
は
週
二
六
シ
リ
ン
グ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
週
二
六
シ
リ
ン
グ
と
い
う
収
入
は
、
百
姓
や
普
通
の
肉
体
労
働
者
で
は
よ
ほ

ど
の
者
で
な
い
限
り
い
ま
い
が
、
職
人
や
町
の
熟
練
工
で
あ
れ
ば
一
般
に
可
能
な
収
入
で
あ
る
」
と
。
こ
れ
は
彼
の
議
会
で
の
説
明
で
あ
り
、

計
算
が
正
確
か
否
か
は
と
も
か
く
、
長
く
蔵
相
の
地
位
に
あ
っ
た
い
か
に
も
彼
ら
し
い
説
明
で
あ
り
、
こ
の
計
算
に
よ
っ
て
、
彼
は
、
新
た

な
選
挙
権
拡
大
を
望
む
と
い
う
よ
り
は
、

い
か
に
現
状
を
維
持
し
う
る
か
と
い
う
印
象
を
強
く
お
し
出
す
か
に
力
点
を
お
い
た
。

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
案
に
つ
い
て
賛
否
の
議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
は
、
|
|
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
計
算
に
も
か
か
わ
ら
ず

l
l
デ
l
タ
の
不
足
、

及
び
地
方
地
方
に
よ
り
相
違
が
著
る
し
く
、
画
一
的
な
扱
い
が
容
易
に
で
き
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
保
守
党
議
員
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
七
ポ
ン
ド
資
格
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
一
人
は
、
採
決
の
前
に
こ
う
い
う
。
「
労
働
階
級
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
シ
ェ
ア
ー
を
も

っ

4
2
2
2が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

・
・
た
だ
暗
閣
の
中
に
飛
び
こ
め
と

2
2
5
Fと
。
ウ
イ
ッ
グ
案
は

l

〈ア

(
担
)

ダ
ラ
マ
イ
ト
の
反
逆
〉
が
あ
り
|
|
結
局
採
決
で
破
れ
て
し
ま
う
。
改
革
法
案
の
採
決
で
破
れ
た
ラ
ッ
セ
ル
内
閣
は
、
解
散
の
道
を
決
意
せ

ず
、
退
陣
す
る

(
一
八
六
六
年
)
。
こ
れ
に
代
っ
た
の
が
第
三
次
ダ
ー
ビ
ー

(
少
数
党
)
内
閣
(
や
が
て
デ
ィ
ズ
レ
リ
が
こ
の
後
を
継
ぐ
)

で
あ
る
。

ハ
イ
ド
パ

i
ク
事
件
(
七
月
一
一
一
一
一
一
一
五
日
)

が
起
っ
た
の
は
ほ
ど
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ハ
イ
ド
パ

i
ク
事
件
が
ど
の
て
い
ど
改
正
へ
の
保
守
党
の
動
き
を
刺
戟
し
た
か
を
確
か
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
の
動
き
が
こ

北法43(4・72)566 



の
事
件
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
と
は
い
え
る
。
「
ハ
イ
ド
パ

l
ク
の
暴
動
が
内
閣
を
改
正
法
案
の
準
備
に
急
が
せ
た
と
は
い
え
な

そ
れ
は
内
閣
の
冬
眠
を
デ
ィ
ス
タ

l
ブ
し
た
」
で
は
あ
ろ
う
。

、a

f

、

し
・
カダ
ー
ビ
ー
首
相
に
促
が
さ
れ
て
改
正
を
決
意
し
、
改
正
に
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
す
デ
ィ
ズ
レ
リ
は
、

か
ね
が
ね
改
正
に
は
反
対
で

は
な
か
っ
た
し
、

そ
れ
ば
か
り
か
積
極
的
に
動
き
さ
え
し
た
。
彼
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
進
ん
で
促
進
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

そ
の
促
進
に
は
反

対
で
あ
っ
た
が
、
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
恐
れ
は
し
な
か
っ
た
」

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
正
を
自
由
党
の
独
占
物
に
し
て
お
く
こ
と
は
な

い
と
考
え
た
。
第
二
次
ダ
ー
ビ
ー
内
閣
の
と
き
、

ダ
ー
ビ
ー
に
促
が
さ
れ
、
彼
が
改
正
案
を
つ
く
る
こ
と
に
決
意
し
た
こ
と
に
も
こ
う
い
う

配
慮
が
あ
っ
た
。

一
八
五
九
年
の
法
案
は
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
l
が
「
自
由
主
義
者
の
主
張
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
つ
き
、
他
党
の
独
占
を
打
こ
わ
す
こ
と
に
、
こ
の

(日)

時
ま
で
に
な
さ
れ
た
最
大
の
成
功
と
な
る
べ
き
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

自
由
党
の
側
は
五

0
年
代
既
に
二
度
選
挙
法
改
正
法
案
を
|

l
成
立
さ
せ
え
な
か
っ
た
が

l

l
出
し
て
お
り
、
彼
は
こ
の
面
で
政
治
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
り
、
選
挙
に
勝
っ
て
安
定
し
た
保
守
党
内
閣
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
九
年
の
彼
の
法
案
は
成
立
し
な
か

っ
た
が
。
そ
の
た
め
か
、
ダ
ー
ビ
ー
首
相
に
改
革
の
意
図
を
告
げ
ら
れ
る
ま
で
は
、
彼
は
改
革
に
積
極
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

ウイッグの衰退と終鷺(1)

一
た
ん
彼
か
ら
そ
の
意
図
を
告
げ
ら
れ
て
か
ら
は
、
こ
れ
を
実
現
す
べ
く
熱
烈
に
動
き
、

そ
の
た
め
に
マ
キ
ア
ヴ
エ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
さ
え

な
る
。ダ

ー
ビ
ー
も
選
挙
法
改
正
に
反
対
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
次
内
閣
の
時
、

デ
ィ
ズ
レ
リ
に
改
正
案
作
成
を
指
示
し
た
の
は
彼
で
あ
っ
た
。

北法43(4・73)567 

第
三
次
内
閣
を
作
っ
て
早
々
彼
は
選
挙
法
の
改
革
を
決
意
し
、
法
案
そ
の
も
の
の
作
成
で
は
な
く
、

ま
ず
、

一
定
の
改
革
原
則
の
決
議
を
先

行
さ
せ
よ
う
と
し
、

そ
の
決
議
案
を
下
院
指
導
者
の
デ
ィ
ズ
レ
リ
と
共
に
作
成
し
た
。
こ
の
案
の
中
に
寸
労
働
階
級
に
一
一
層
直
接
的
な
代
表

が
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
が
、
何
れ
の
階
級
や
利
益
に
対
し
て
も
、
社
会
の
じ
余
の
部
分
よ
り
も
優
越
し
た
力
を
与
え
る
こ
と
は
、
国
の
憲



説

(
括
)

法
に
反
す
る
」
と
い
う
一
項
目
が
い
れ
ら
れ
た
。
ダ
ー
ビ
ー
が
こ
の
た
め
出
発
し
た
案
は
、
世
帯
主
に
選
挙
権
は
与
え
る
が
、
同
時
に
「
複

官i

E岡

複
数
投
票
の
原
則
は
、
議
会
で
採
択
さ
れ
る
な
ら
、
安
定
し
た
恒
久
的
な
基
礎
の
上
に
バ
ラ
の
選
挙
権
問
題
へ
の
対
応
と
な
ろ
う
。
議
会
も
国
民

{
話
)

も
こ
れ
を
理
解
し
よ
う
。

北法43(4・74)568

数
投
票
制
」
に
し
、
有
権
者
の
中
に
序
列
を
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
『
決
議
』
案
で
は
こ
う
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
の
議
会
そ
の
外
の
場
で
の
審
議
に
お
い
て
、
世
帯
主
選
挙
権
を
認
め
る
場
合
の
複
数
投
票
制
の
在
り
方
に
せ
よ
、
地
方
税
納
入
者

の
場
合
の
納
入
額
の
決
定
に
せ
よ
、
有
権
者
の
範
囲
の
拡
大
に
い
か
に
〈
恒
久
的
〉
な
歯
止
め
を
見
出
す
か
を
め
ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
デ
ィ
ズ
レ
リ
は
法
案
提
出
の
時
の
演
説
に
お
い
て
こ
う
い
う
。

人
民
の
特
権
と
民
主
的
権
利
と
は
同
じ
で
な
い
。
・
:
そ
れ
は
反
対
で
あ
る
。
人
民
の
特
権
は
条
件
の
大
き
な
不
平
等
が
あ
る
社
会
状
態
と
両
立
す

る
。
民
主
的
権
利
は
・
:
そ
れ
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
社
会
の
基
礎
と
し
て
条
件
の
平
等
が
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
も
し
女
王
陛
下
が
議
会
の
勧
告
と

協
賛
に
基
づ
き
、
人
民
の
特
権
の
自
由
な
る
方
策
を
国
民
に
認
め
下
さ
る
よ
う
な
さ
れ
る
提
案
、
こ
の
法
案
が
そ
の
よ
う
な
提
案
で
あ
る
と
す
れ
ば

そ
の
多
く
の
規
定
は
:
・
慎
重
で
賢
明
、
し
か
も
本
質
的
に
憲
法
に
合
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
〔
だ
が
〕
も
し
:
・
そ
れ
が
民
主
的
な
権
利
を

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
方
策
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
多
く
の
こ
と
は
:
・
弁
護
し
え
な
い
不
正
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
は

(
訂
}

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
う
生
き
る
の
が
こ
の
国
の
運
命
で
あ
る
と
も
信
じ
な
い
。

デ
ィ
ズ
レ
リ
は
、
少
数
党
内
閣
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
と
し
て
も
こ
の
重
要
法
案
を
成
立
せ
し
め
る
べ
く
、
そ
の
可
能
性
を
追
求
し
た
。

彼
は
自
党
内
の
再
三
の
反
対
に
も
悩
ま
さ
れ
、
右
に
左
に
と
案
を
変
え
る
。
最
後
に
は
世
帯
主
選
挙
権
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
制
限
条
項
を

付
す
る
と
い
う
線
に
行
き
つ
く
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
は
こ
れ
に
白
か
ら
挑
戦
し
、

五
ポ
ン
ド
地
方
税
納
入
者
と
い
う
案
を
打
出
す
。
こ
の
案
に

限
条
項
を
変
え
、
世
帯
主
選
挙
権
を
殆
ど
制
限
な
し
に
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

よ
る
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
挑
戦
が
破
れ
て
後
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
は
何
と
し
て
も
自
分
が
提
出
し
た
案
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
、
問
題
に
な
っ
た
制

(
「
直
接
の
」
地
方
税
納
対
)
。
こ
う
し
て
彼
は
マ
キ
ア

ヴ
エ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
さ
え
な
っ
た
。



選
挙
法
改
正
あ
る
い
は
選
挙
権
拡
大
の
動
き
は
こ
の
よ
う
に
自
由
党
内
に
も
、

ま
た
保
守
党
内
に
も
既
に
早
く
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

労
働
者
や
急
進
派
の
広
範
な
動
き
に
直
面
し
て
初
め
て
起
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
両
党
の
改
正
案
は
選
挙
権
拡
大
の
限
界
を
1

1

労

働
者
の
|
|
一
定
の
層
に
限
る
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
層
い
か
ん
は
立
法
の
過
程
で
自
由
党
、
保
守
党
何
れ
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
各
党
内
部
で
も
盛
ん
に
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
拡
大
の
限
定
と
い
う
基
本
線
は
何
れ
に
よ
っ
て
も
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ダ
ー
ビ
ー
が
最
初
デ
ィ
ズ
レ
リ
に
提
示
し
た
案
は
複
数
投
票
制
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
世
帯
主
選
挙
権
で
あ
り
、
デ
ィ
ズ
レ
リ
が
以
前
反
対

し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
今
度
は
こ
の
案
で
進
め
て
ゆ
く
方
針
を
決
め
た
。
立
法
の
過
程
で
彼
は
い
く
度
か
案

一
時
は
前
年
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
が
提
案
し
、
彼
が
反
対
し
て
、
自
由
党
内
閣
を
退
陣
に
追
い
こ
ん
だ
も
の
に
近
い
案
(
六
ポ
ン
ド
地

を
変
え
、

方
税
案
)
さ
え
提
案
し
よ
う
と
し
た
。
法
案
を
通
す
過
程
で
彼
が
示
し
た
〈
柔
軟
性
〉
は
ま
さ
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、

に
、
「
私
は
こ
の

グ
ラ
ド
ス
ト
ン

〈
ミ
ス
テ
リ
ー
・
マ
ン
〉
の
全
生
涯
の
う
ち
、
こ
の
時
の
や
り
口
に
ほ
ど
驚
か
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
ま
で
い
わ

せ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
は
改
正
法
案
の
骨
格
が
議
会
で
支
持
を
う
け
る
時
、
「
い
か
な
る
場
合
に
も
政
府
は
端
的
な
世
帯
主
選
挙
権
を
支

持
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
断
言
し
的
。
と
こ
ろ
が
、
審
議
が
進
む
方
向
に
身
を
任
せ
る
ご
と
く
、
世
帯
主
選
挙
権
に
変
る
の
で
あ
る
。

ウイッグの衰退と終駕(1)

多
数
を
占
め
た
の
は
自
由
党
で
あ
り
、
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
の
は
自
由
主
義
の
方
向
で
あ
っ
て
、
彼
は
慎
重
に
考
案
し
た
安
全
弁
を
一
つ
一
つ
譲
歩

し
て
い
っ
た
。
二
年
間
の
居
住
年
限
を
引
下
げ
て
一
年
に
す
る
と
い
う
改
正
案
で
政
府
案
〔
二
年
間
〕
が
破
れ
る
や
、
彼
は
す
ば
や
く
そ
れ
を
う
け

い
れ
た
。
:
・
よ
り
重
要
な
の
は
一
括
払
い
世
帯
主
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
政
府
案
の
骨
子
を
な
す
問
題
を
含
ん
で
い
た
。
彼
は
彼
ら
に
選
挙
権
を

与
え
よ
う
と
い
う
修
正
案
を
打
破
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
次
に
、
一
括
払
い
を
非
合
理
的
な
も
の
と
し
、
世
帯
主
す
べ
て
に
自
分
自
ら
地
方
税
を
支

払
う
よ
う
(
!
)
求
め
る
修
正
案
を
う
け
い
れ
る
。
原
則
は
救
わ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
封
。
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保
守
党
の
改
革
案
は
、
自
由
党
の
改
革
案
と
そ
れ
ほ
ど
違
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
極
め
て
類
似
し
た
案
さ
え
提
示
さ
れ
た
こ
と



説

が
あ
る
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
と
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
向
う
方
向
は
、
少
な
く
と
も
選
挙
権
に
関
す
る
限
り
、

そ
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
と
は
思
え

吾ι
日間

「
改
革
法
案
、

そ
れ
も
何
ら
か
の
改
革
法
案
を
通
過
さ
せ
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
固
め
よ
う
と
す
る
執
念
と
、

グ
ラ
ド
ス
ト
ン
を
庇

北法43(4・76)570

な
い
。
で
は
な
ぜ
保
守
党
の
案
が
通
り
、
自
由
党
の
案
が
破
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、

デ
ィ
ズ
レ
リ
の
執
念
が
あ
っ
た
ろ
う
。

し
め
よ
う
と
い
う
執
念
で
あ
り
、
こ
の
た
め
法
案
を
手
ば
な
す
ま
い
と
い
う
決
意
、
こ
れ
が
広
範
な
選
挙
法
改
革
に
対
す
る
伝
統
的
な
保
守

党
議
員
の
反
対
を
和
ら
げ
、
急
進
主
義
者
に
反
対
す
る
自
然
の
同
盟
者
を
ウ
イ
ッ
グ
の
中
か
ら
引
離
し
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。
ま
た
一

(
例
え
ば
地
方
税
法
な
ど
の
)
微
細
な
議
論
が
余
り
に
も
長
び
く
こ
と
に
、
並
の
議
員
が
う
ん
ざ
り
し
、
ブ
リ
リ
ア
ン

つ
に
は
、
議
会
内
で

ド
で
あ
る
は
ず
の
議
論
も
耳
に
入
ら
な
く
な
り
、
議
会
外
の
民
衆
運
動
の
状
勢
か
ら
し
て
、
議
会
が
何
と
か
早
く
決
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
精
神
状
態
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
す
る
と
、
第
二
次
選
挙
法
制
定
は
ー
|
第
一
次
選
挙
法
改
正
の
場
合
の
ウ
イ
ッ
グ
と

ト
l
リ
!
の
対
立
と
異
り
|
自
由
、
保
守
二
党
の
基
本
原
則
の
大
き
な
相
違
を
現
わ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

〈
競
り
勝
〉
と
う
と
し
た
の
は
デ
ィ
ズ
レ
リ
ば
か
り
で
は
な
い
。
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
方
も
そ
う
で
あ
る
。

一
八
五
九
年
、
保
守
党
政
府
に

よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
選
挙
法
改
正
案
を
葬
む
っ
た
後
、
彼
自
身
一
一
層
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
る
改
革
法
案
を
提
出
し
た
。

一
八
五
九
年
あ
る

雑
誌
で
、

デ
ィ
ズ
レ
リ
を
痛
烈
に
批
判
し
た
将
来
の
保
守
党
首
相
ク
ラ
ン
ボ

l
ン

(ソ

1
ル
ス
ベ
リ
)

は
、
こ
の
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
の
行
き
方

を
も
批
判
し
て
い
う
。
「
想
像
し
う
る
こ
と
だ
が
、
ウ
イ
ッ
グ
は
だ
し
抜
か
れ
ま
い
と
し
た
。
保
守
党
が
民
主
的
な
方
向
に
動
こ
う
と
す
れ
ば
、

ウ
イ
ッ
グ
が
そ
の
後
塵
を
拝
す
る
な
ど
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
政
党
の
積
極
的
位
置
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
に
違
い
な
い
が
、

相
互
の
位
置
は
不
変
で
あ
る
に
違
い
な
」
く
、
こ
う
し
た
対
処
が
「
保
守
党
に
及
ぼ
す
結
果
は
、
所
詮
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
勝
利
に
向
け
一
歩

一
歩
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
だ
け
」
で
あ
る
と
。

一
八
六
七
年
四
月
に
は
デ
ィ
ズ
レ
リ
の
六
ポ
ン
ド
案
に
対
し
て
、
直
後
に
彼
の
も
と
も

と
の
案
を
変
え
て
地
方
税
五
ポ
ン
ド
納
税
者
案
を
提
出
し
た

だ
が
、
自
由
党
内
で
も
十
分
な
支
持
を
え
ら
れ
ず
、
破
れ
た
)
。

一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
革
は
、
労
働
階
級
の
人
数
・
力
の
増
加
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
の
下
に
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
が
こ
れ
に
譲
歩
し
、



そ
の
リ
ス
ベ
ク
タ
ブ
ル
な
部
分
を
有
権
者
に
ひ
き
い
れ
、
譲
歩
の
犠
牲
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
、

と
い
う
側
面
を
も
と
う
。
し
か
し
こ

の
こ
と
以
上
に
さ
え
、
二
大
政
党
が

l
i
民
衆
の
運
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
う
け
な
が
ら
で
は
あ
る
が

l
共
に
競
い
合
い
な
が
ら
、
あ
る
い

み
で
は
〈
能
動
的
〉
に
さ
え
有
権
者
の
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
と
い
う
側
面
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
。
民
衆
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
動
き
が

ー
ー
一
時
的
に
も
せ
よ

l
i
抑
制
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
〈
能
動
性
〉
は
何
が
し
か
は
役
に
立
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
長
期
的
に
は
、

ウ
が
い
う
よ
う
に
、

そ
の
促
進
要
因
に
は
な
っ
た
と
し
て
も
。
実
際
、
二
党
の
対
応
は
そ
れ
な
り
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
示
す

の
は
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
!
の
イ
ン
フ
レ
ン
ス
の
強
い
小
さ
い
パ
ラ
の
議
席
の
削
減
を
最
少
限
に
く
い
と
め
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
こ
の
小
さ
い
パ
ラ
は
、
労
働
者
が
多
く
住
む
大
き
な
産
業
都
市
に
比
べ
、
議
席
配
分
に
お
い
て
著
る
し
く
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
改
正
翌

年
の
一
八
六
八
年
で
み
る
と
、
人
口
数
の
多
い
パ
ラ
を
順
に
上
か
ら
一
九
を
と
っ
て
み
る
と
、
人
口
は
五

O
O
万
人
ほ
ど
に
な
る
が
、
議
席

は
わ
ず
か
四
六
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
、
人
口
二
万
人
以
下
の
六
八
の
バ
ラ
の
人
口
の
合
計
は
わ
ず
か
四
二
万
人
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
が
、
議

席
は
六
人
に
も
な
針
。
議
会
は
有
権
者
資
格
を
か
な
り
低
め
な
が
ら
、
人
口
の
変
動
に
よ
る
議
席
の
再
配
分
を
あ
ま
り
行
な
わ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
大
(
産
業
)
都
市
は
、
有
権
者
数
が
著
る
し
く
増
加
し
な
が
ら
、
そ
れ
ほ
ど
議
員
を
送
り
出
し
え
な
い
。

急
進
主
義
者
や
労
働
者
は
こ
れ
に
不
満
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
満
は
残
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
不
満
の

ウイッグの衰退と終駕(1)

噴
出
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
彼
ら
は
選
挙
権
の
獲
得
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
議
会
に
彼
ら
の
代
表
を
送
っ
て
国
家
権
力
を
動
か

す
と
い
う
こ
と
な
ど
、
熱
烈
に
望
ん
で
い
な
か
っ
た
と
み
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
選
挙
権
を
う
る
こ
と
が
権
力
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
、

す
れ
ば
、
彼
ら
は
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
運
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

リ
テ
ィ
を
公
に
認
め
ら
れ
、

一
言
で
い
え
ば
、
選
挙
権
の
獲
得
は
、
彼
ら
が
そ
の
リ
ス
ベ
ク
タ
ピ

一
人
前
の
市
民
と
し
て
扱
わ
れ
た
い
と
い
う
願
い
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
権
力
の
問
題
で
あ
る
よ

り
は
、
自
分
の
リ
ス
ベ
ク
タ
ピ
リ
テ
ィ
が
公
に
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
〈
象
徴
〉
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
彼
ら
が
こ
の

象
徴
的
意
味
に
満
足
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
や
そ
の
体
制
の
権
威
の
重
み
を
現
わ
す
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
二
政
党 ロと
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説

の
対
応
の
〈
能
動
性
〉
の
有
効
性
も
、
こ
れ
あ
る
が
ゆ
え
に
あ
り
え
た
に
違
い
な
い
。

吾ι
E間

議
会
を
強
制
し
社
会
を
再
調
整
し
て
ゆ
く
手
段
と
し
て
よ
り
は
社
会
的
承
認
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
選
挙
権
を
求
め
る
と
い
う
改
草
同
盟
は
、
法
案

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
権
力
の
問
題
に
対
し
て
一
般
に
彼
ら
が
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
彼
ら
は
選
挙
権
を
求
め
な
が
ら
、
議
席
の
再

配
分
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
。
法
案
は
、
混
乱
し
た
パ
ラ

l
の
選
挙
権
資
格
を
も
っ
て
、
国
の
社
会
的
変
動
を
十
分
に
反
映
す
る
唯
一
の
要
素
と
し

て
浮
ぴ
上
っ
た
。
他
の
部
分
、
高
い
州
の
選
挙
資
格
、
限
ら
れ
た
議
席
再
配
分
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
条
項
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ
が
彼
ら
の
議
会
で
の
優
位

の
基
礎
を
維
持
す
る
の
に
成
功
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

労
働
階
級
、

な
い
し
そ
の
一
部
(
特
に
熟
練
工
)

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
が
な
お
主
流

の
政
治
的
運
動
に
対
し
、
こ
れ
に
対
応
し
た
の
は
、

を
な
す
議
会
で
あ
っ
た
、

と
す
れ
ば
、
力
を
増
し
つ
つ
あ
り
、

ま
た
リ
ス
ベ
ク
タ
ピ
リ
テ
ィ
を
も
ち
つ
つ
あ
る
労
働
階
級
の
動
き
に
政
治
的

に
対
応
し
、

リ
ス
ベ
ク
タ
ブ
ル
な
彼
ら
の
一
部
を
政
治
的
階
層
に
ひ
き
い
れ
た
の
は
、

1

1

彼
ら
よ
り
も
経
済
的
に
よ
り
密
接
な
関
係
に
あ

る
1

1

〈
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

l
v
よ
り
は
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

1
は
、
リ
ス
ベ
ク
タ
ブ
ル
な
労
働

階
級
を
有
権
者
に
し
な
が
ら
、

そ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
化
を
、

一
時
的
に
だ
が
、
封
じ
込
め
た
の
で
あ
る
。

支
配
階
級
内
で
の
こ
大
政
党
聞
の
抗
争
は
、
対
立
感
情
が
い
か
に
激
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
現
実
に
は
一
定
の
共
通
の
枠
組
の
中
で
の

も
の
で
あ
っ
た
。
何
れ
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
恐
れ
を
抱
き
、

そ
の
抑
制
に
心
を
用
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
党
問
の
抗
争
は
よ
り
広
い

層
へ
の
選
挙
権
拡
大
の
方
向
へ
と
あ
い
企
専
は
し
め
る
。
こ
う
し
て
、
結
果
的
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
促
進
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
支
配
層
と
よ
り
下
の
階
級
と
の
聞
の
分
裂
を
抑
止
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

新
し
い
政
党
制
に
現
実
性
を
与
え
た
の
は
、
そ
れ
が
、
支
配
階
級
そ
れ
自
身
の
利
益
や
意
見
の
み
な
ら
ず
、
重
要
な
中
産
階
級
の
利
益
や
意
見
を

も
と
り
入
れ
る
か
、
少
く
と
も
そ
れ
ら
を
代
表
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
様
々
な
中
産
階
級
勢
力
は
補
強
の
た
め
自
分
た
ち
の
下
に
い
る
階
級
に
目

を
向
け
る
。
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
党
の
競
争
と
い
う
伝
統
的
な
特
徴
と
は
、
双
方
の
側
が
世
論
に
訴
え
、
民
衆
の
支
持
を
う
る
こ
と
で
あ

る
。
政
治
が
都
市
中
産
階
級
と
地
主
の
ジ
エ
ン
ト
リ
と
の
聞
の
端
的
な
対
決
と
な
る
の
を
防
い
だ
の
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
都
市
や
田
舎
に
お
け
る
ラ
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イ
ヴ
ァ
ル
の
支
配
的
寡
頭
制
問
に
と
き
た
ま
羨
望
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
国
の
政
治
社
会
に
お
け
る
分
裂
は
水
平
的
な
も
の
で
あ
る
よ

り
は
垂
直
的
で
あ
る
。
議
会
に
お
け
る
ウ
イ
ッ
グ
と
ト

l
リ
l
は
、
英
国
社
会
に
深
く
広
が
っ
た
全
国
的
な
分
派
の
頂
点
に
あ
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
新
外
交
使
節
と
な
っ
た
ギ
ゾ

l
が
一
八
四

O
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
と
き
、
驚
ろ
い
た
の
は
、
政
治
的
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ

l
が
自
分
以
外
の

階
級
か
ら
支
持
や
指
示
を
'
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
社
会
的
地
位
を
維
持
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
今
日
で
は
召
使
い
で
あ
っ
て
主
人
で

は
な
い
。
そ
れ
は
公
的
な
感
情
や
利
益
の
通
常
の
で
は
あ
る
が
責
任
あ
る
管
理
者
で
あ
討
。

」
の
こ
と
は
、
保
守
党
の
政
党
組
織
づ
く
り
に
も
現
わ
れ
よ
う
。

一
八
六
八
年
選
挙
で
の
自
由
党
の
大
勝
は
、
自
由
党
を
十
分
に
満
足
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
そ
の
一
層
の
組
織
の
充
実
の
努
力

を
停
滞
せ
し
め
た
の
に
対
し
、
保
守
党
は
け
ん
命
な
組
織
作
り
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
自
由
党
政
府
が
弱
体
化
す
る

一
八
七

O
年
党
事
務
局
長
と
な
っ
た
ゴ
ー
ス
ト
は
全
国
に
保
守
党
の
党
組
織
を
は
り
廻
ら
す
べ
く
努

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
う
で
あ
る
。

力
し
、
選
挙
区
に
保
守
党
協
会
を
つ
く
ら
せ
た
。
協
会
は
た
い
が
い
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を
強
く
も
ち
、
主
と
し
て
地
方
ジ
エ

ン
ト
ル
マ
ン
と
富
裕
な
フ

7
1
マ
1
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
産
業
地
帯
で
は
普
通
の
有
権
者
や
労
働
者
さ
え
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

ウイッグの衰退と終鳶(1)

ふ
み
出
す
べ
き
第
一
歩
は
、
町
や
州
各
選
挙
区
内
に
お
け
る
地
方
委
員
会
の
組
織
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
を
達
す
る
に
は
国
中
の
選
挙
区
す
べ

て
を
巡
回
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
そ
こ
の
最
も
有
力
な
保
守
主
義
者
に
会
い
、
保
守
党
の
原
則
を
広
め
、
そ
の
地
方
の

候
補
者
選
び
を
調
整
す
る
委
員
会
を
つ
く
る
よ
う
に
説
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
設
立
さ
れ
る
と
直
ち
に
保
守
党
協
会
に
変
っ

た
。
知
的
な
労
働
者
に
も
、
こ
の
協
会
に
加
わ
る
よ
う
容
易
に
説
得
し
え
、
そ
れ
ら
は
現
在
致
る
所
で
〈
保
守
党
労
働
者
協
会
〉
と
い
う
共
通
名
で

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
州
で
は
こ
れ
ら
の
協
会
は
み
な
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
地
方
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
と
上
層
の
フ

7
l
マ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ヨ

l
ク
シ
ャ

l
や
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
な
ど
の
工
業
地
帯
ゃ
、
バ

l
ミ
ン
ガ
ム
や
シ
ェ
フ

ィ
ー
ル
ド
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
協
会
は
驚
嘆
す
る
ほ
ど
は
や
く
有
権
者
大
衆
の
市
に
も
広
が
っ
て
い
討
。
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ゴ
ー
ス
ト
の
事
務
局
就
任
以
来
、
労
働
者
か
ら
の
み
な
る
保
守
党
組
織
(
保
守
党
労
働
者
協
会
)

か
ら
、

よ
り
一
般
的
な
保
守
党
組
織
(
保

守
党
協
会
)

の
中
に
労
働
者
を
加
入
さ
せ
る
努
力
が
な
さ
れ
る
。
党
は
デ
ィ
ズ
レ
リ
自
身
が
労
働
者
の
み
か
ら
な
る
保
守
党
組
織
に
は
反
対



説

(
一
八
七
三
倍
)
。
一
八
六
七
年
新
有
権
者
で
あ
る
労
働
者
を
組
織
化
す
ベ
く
構
想
さ
れ
た
保
守
党
労
働
者
協
会
は
、

ナ
ン
Z

ナ
ル
ユ
ニ
オ
シ

変
化
し
て
ゆ
く
。
『
全
国
連
合
』
は
こ
う
し
て
単
に
労
働
者
協
会
の
み
で
な
く
、
す
べ
て
の
保
守
党
協
会
の
連
合
と
な
り
、

J

f・
』

1
1

，、

1

7

L

L

 

で
あ
っ
た

し
か
も
選
挙
区

論

で
は
力
点
は
新
し
い
労
働
者
協
会
と
労
働
者
ク
ラ
ブ
か
ら
、
通
常
の

l
l
ゴ
ー
ス
ト
が
促
進
し
た

1
|
政
党
協
会
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
保
守
党
は
こ
う
し
て
労
働
階
級
の
人
々
を
多
く
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
現
在
も
そ
れ
が
続
い
て
い
る
。

言主

(1)
拙
著
『
英
国
自
由
主
義
体
制
の
成
立
』
一
九
九
二
年
参
照
。

(
2
)
U
司『即日巾『
-
Cろ
S
"
、。
s
-
2
5
5内向。
3
ミ
H

阿
芯
h
E更
F

H

句、吋
A
F
U

岡
市
双
山
・
こ
こ
で
は
、
レ
ス
タ
!
、
リ

l
ズ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム

で
の
ウ
イ
ッ
グ
と
急
進
主
義
者
と
の
抗
争
と
妥
協
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)
0
・〉・出血

B
2・
じ
Z
S』

3
N札

t
a
s
sぬ
h
h応。
¥
C
E
弘
之
。
若
君
"
弘
勾
。
認
定
ミ
-
H
U
叶
N
-

円
F
3
F
ω
R
Z
Cロ
印
田
口
向
日
目
口
丹
市
『
印
門
回
目
ピ
σ巾
『
弘
司
。
z
c
n
p
巾凶ニ

旬、

N

。・

(
4
)
C
-
司・

2
5
Z
-
言
内
吋
還
さ
な
室
、
s
s
b
E寄
号
、
・

5
N斗・

1
z
-

(
5
)
大
法
官

E
E
n
Z尽
き
C
『
は
除
く
。
彼
ら
は
職
務
上
貴
族
で
あ
る
が
、
大
部
分
中
産
階
級
出
身
で
あ
る
。
以
下
次
ペ

l
ジ
初
め
ま
で
ク
リ
ス
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